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第１章 計画の概要と背景 

１－１．計画策定の趣旨と背景 

 

北九州市においては、ＪＲ、モノレール、筑豊電鉄、及び路線バスにより、充実した公共交通

ネットワークが形成されており、これらを補完するおでかけ交通やタクシーを含め、多様な交通

サービスが提供されています。 

しかしながら、公共交通利用者は、人口減少や自家用車利用の増加に伴い減少しており、加え

て、公共交通の運転手不足が深刻化するなど、公共交通サービスの維持・確保が一層、困難となっ

ています。さらに、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う「新たな生活様式」の定着などを背景

とした地域公共交通への影響も懸念されており、これらの公共交通を取り巻く諸問題に対して、

適切に対応していくことがますます重要となっています。 

 

本市では、過度のマイカー利用から、地球環境にやさしい鉄道やバスなどの公共交通や自転車

への利用転換を図るとともに、多様な移動手段が確保された、持続的に利用することができる交

通体系を実現するため、市民・企業・交通事業者・行政が連携して、今後の都市交通のあり方を

総合的に検討し、既存の公共交通機関を有効活用しながら、効果的な交通施策を展開していくこ

ととしています。 

 

これまで、本市の交通政策の基本となる『北九州市環境首都総合交通戦略』を、平成 20 年 12

月に策定し、環境首都としてふさわしい交通体系を実現するため、既存の公共交通機関を有効活

用し、その維持や充実・強化を図るため、各種施策に取り組んできました。 

また、国においては、平成 25年 12月に「交通政策基本法」が公布・施行され、翌年 5月には

「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（以下、「活性化再生法」という。）」が改正されま

した。同法では、人口減少社会における地域社会の活力の維持・向上のために、自治体が中心と

なり関係者との合意の下、まちづくり等の地域戦略と一体となって、持続可能な地域公共交通を

形成することの重要性が示され、この法改正に伴い、「地域公共交通網形成計画」が制度化されま

した。本市においても、平成 28年 8月に、法の趣旨を取り込んだ『北九州市地域公共交通網形成

計画』を策定しました。 

 

さらに、令和 2年 11 月に「活性化再生法」が改正され、持続可能な運送サービスの提供のため

に公共交通事業者等と連携して、MaaS の普及促進やデジタル化等の新技術を取り入れた既存の

公共交通サービスの改善・充実を徹底するとともに、地域の輸送資源を総動員することが位置付

けられ、これらを踏まえた地域交通に関するマスタープランとなる「地域公共交通計画」の策定

が新たに制度化されました。 

 

そこで、今回、法改正を踏まえた「北九州市地域公共交通計画」を策定し、長期的な視点で都

市の将来像を示す「北九州市立地適正化計画」との連携を図りつつ、本市が目指す将来のまちづ

くりの実現のため、持続可能な公共交通ネットワークに向けた都市交通施策の推進に積極的に取

り組んでいきます。 

 

１－２．計画の区域と期間 

  計画の対象区域は、北九州市全域とします。 

  計画期間は令和 3（2021）年度から概ね 5年間とします。  
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１－３．計画の位置づけ・上位関連計画の整理 

（１）計画の位置づけ 

「北九州市地域公共交通計画（北九州市環境首都総合交通戦略）」は、北九州市基本構想・基

本計画「元気発進！北九州プラン」を踏まえて、「北九州市都市計画マスタープラン」や「北九

州市立地適正化計画」、「北九州市地域温暖化対策実行計画」などの関連計画と連携を図り、戦略

的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪北九州市地域公共交通計画の位置づけ≫ 

≪北九州市地域公共交通計画と交通戦略の改訂経緯≫ 
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（２）上位計画及びその他の関連計画の整理 

本市の目指す将来のまちづくりの実現に向けて、「元気発進！北九州プラン」（北九州市基本構

想・基本計画）を踏まえ、「北九州市都市計画マスタープラン」や「北九州市立地適正化計画」等

その他の関連計画と連携していきます。 

 

①「元気発進！北九州プラン」（北九州市基本構想・基本計画）（平成25年12月改訂） 

「元気発進！北九州プラン」は、まちづくりの基本的な考え方として、「まちづくりの目標」、

４つの「基本方針」、２つの「都市ブランド」、５つの「まちづくりのちから」と、７つの「まち

づくりの取り組みの柱」を設定しています。 

本計画では、「まちづくりの取り組みの柱」の「Ⅴ 街を支える」に関連し、交通・物流基盤の

機能強化とネットワーク化等の取組みを推進していきます。 
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②北九州市都市計画マスタープラン（平成30年3月策定） 

「北九州市都市計画マスタープラン」は、「元気発進！北九州プラン」が描く都市の将来像の

実現に向けて、都市計画の視点から、まちづくりの将来ビジョンや都市計画の基本的な方針を示

す都市計画法に基づき定めたものです。 

本計画では、都市空間形成の基本方向に基づく８つの分野のうち、「交通施設」の基本方針と

連携するものです。 
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③北九州市立地適正化計画（平成 28 年 8 月策定） 

「北九州市立地適正化計画」は、既存の複数の拠点機能や交通利便性を活かしつつ、住宅や生

活支援施設がコンパクトに集約した都市構造の実現に向けて、都市機能や居住の誘導を図る区域

を設定し、誘導を図ることとしています。 

本市は、拠点を結ぶ軸を骨格としたいわゆる“「コンパクトザウルス」型の都市構造”を目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

  地域公共交通計画との関係 

「コンパクト・プラス・ネットワーク」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  立地適正化計画 

地

域

公

共

交

通

計

画 

出典  国土交通省資料をもとに「立地適正化計画」、「地域公共交通計画」を追記 
 

≪拠点構造とまちづくりの方向性≫ 
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④北九州市 SDGs 未来都市計画（平成 30 年 8 月策定：2021 年～2023 年）【R3.3 改定】 

「北九州市 SDGs 未来都市計画」は、平成 30 年 6 月に国から「SDGs 未来都市」に選定され

たことを受け、同年 8 月に策定しています。 

本市は SDGs の達成に取り組むことで、「『真の豊かさ』にあふれ、世界に貢献し、信頼される

『グリーン成長都市』」を目指しています。 

本計画では、環境分野のうち、「コンパクトなまちの形成によるストック型社会の創造」に位置

付けられています。 

 

2030年のあるべき姿 【北九州市のＳＤＧｓ戦略 （ビジョン）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境】 「世界のモデルとなる持続可能なまちを拓く」 

（２） コンパクトなまちの形成によるストック型社会の創造 

② 「人と環境に優しい交通戦略推進」 

・「北九州市環境首都総合交通戦略（北九州市地域公共交通網形成計画）」に基づき、

「次世代都市交通システムの検討」や「幹線バス路線の高機能化」など３０の施策

を一体的に推進する。特に柱である、地域の実情に応じた輸送サービスを提供する

「地域密着型バスネットワークの提供」を実現させる。 

・これにより、人口減少・超高齢化社会に対応した持続可能な公共交通ネットワーク

を形成する。 

・また、高齢者等に対して公共交通の利用促進に繋がるモビリティマネジメントを積

極的に行い、交通事故の減少、歩行による健康増進、ＣＯ２削減にも寄与していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪本市における SDGs戦略の公共交通の位置付け≫ 

「真の豊かさ」にあふれ、世界に貢献し、 

信頼される「グリーン成長都市」 

～ ポストコロナの新しい生活様式に対応した「日本一住みよいまち」の実現 ～ 

 

資料：北九州市 SDGs未来都市計画 
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⑤北九州市地球温暖化対策実行計画（令和 3 年 8 月策定） 

「北九州市地球温暖化対策実行計画」は、本市における温室効果ガスの削減目標や地球温暖化

対策に係る取組内容を定めたものです。 

最新の世界や国の動向に加え、本市による「2050 年までのゼロカーボンシティ」の宣言などを

踏まえ、脱炭素社会の実現を見据えた新たな温室効果ガスの削減目標と具体的な取組みを定め、

これまで以上に取組みを加速させるため、令和 3 年 8 月に全面的な改定を行いました。 

 

＜基本的な考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

＜計画の位置づけと関連計画＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜削減目標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※「実質ゼロ」とは、人為的な CO2排出量を森林等による CO2吸収量と差引きして、CO2排出を 

「ゼロ」とみなすもの 

環境と経済の好循環による脱炭素化を軸に、都市や企業の価値・競争力を高め、 

快適で災害にも強く、誰もが暮らしやすい社会の実現 
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●北九州市地球温暖化対策実行計画における運輸部門の取組み 

 

＜運輸部門の取組みの方向性＞ 

 

 

 

 

 

 

「運輸の脱炭素化」 

 

 

 

 

 

 

  
「北九州市地球温暖化対策実行計画」の［運輸部門］においては、次の４つの対応により、
CO2排出量の削減を目指しています。 

① 次世代自動車の普及 

買替のタイミングなどで、環境負荷の低い、ハイブリッド車を含む次世代自動車への

転換を促し、自動車の脱炭素化を図ります。 

② 公共交通等の利用促進 

過度な自動車利用を見直し、環境負荷の低い鉄道やバス等の公共交通機関や自転車の

利用を促します。 

③ 電気自動車（ＥＶ）等の多面的利用 

ＥＶ（電気自動車）・ＦＣＶ（燃料電池自動車）の蓄電機能を活用した災害時への備え

を実践し脱炭素社会を目指す上での新たなライフスタイルの普及を図ります。 

④ 利用意識の転換 

再生可能エネルギーや次世代自動車の導入促進、建築物の脱炭素化といった、取組み

の方法・効果や補助金メニュー等を記載した専用ポータルサイトを作成し、優良事例の

情報発信により、脱炭素型ライフスタイルへの転換に向けて支援します。 

電動化（次世代自動車） 公共交通の利用促進 

新しい移動システムの活用 

（シェアリングなど） 

運輸の脱炭素化に向けた地盤づくりとして、EV をはじめとする次世代自動車等への

転換を推進するとともに、交通結節機能の強化や IC カード乗車券の導入及び共通化な

どによる公共交通の利用促進を図ります。 

 また、MaaS などの新たな移動システムの社会実装を見据えた取組みを進めます。 
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１－４．公共交通に関わる政策・法制度の動向 

（１）地域公共交通に関する政策 

地域公共交通は、地域が主体となって地域交通の最適なあり方を検討し、幅広い主体が連携し

て取り組むための計画制度や支援制度等が整備されています。 

 

【各事業の規制緩和】 

 

 

 

 

 

 

 

【地域公共交通活性化のための計画制度・支援策】 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域公共交通活性化再生法の内容の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 12 年 02 月：貸切バス事業（道路輸送法）、国内航空運送事業（航空法）の規制緩和 

平成 12 年 03 月：旅客鉄道事業（鉄道事業法）の規制緩和 

平成 12 年 10 月：国内旅客船事業（海上運送法）の規制緩和 

平成 14 年 02 月：乗合バス事業・タクシー事業（道路運送法）の規制緩和 

平成 18 年 10 月：自家用有償旅客運送の登録制度の創設（道路運送法） 

平成 19 年 02 月：「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」施行 

        （地域公共交通活性化再生法） 

平成 26 年 11 月：「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律」施行 

令和 02 年 11 月：「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律」施行 

平成19年

制定

•市町村が主体となって地域の関係者による協議会を設置

•「地域公共交通総合連携計画」の策定を通じて、地域公共交通の維持や
利便性向上への取組を促進する制度を整備

平成26年

改正

•まちづくりと連携し、面的な公共交通ネットワークを再構築するため、
「地域公共交通網形成計画」を法定計画として規定

•「地域公共交通再編事業」を創設し、国が認定した実施計画に法律・予算
の特例措置を適用する制度を整備

令和2年

改正

•地域の輸送資源を総動員し、移動手段確保を計画に位置付けた「地域公共
交通計画」（マスタープラン）の作成を努力義務化

•MaaS等の新技術の推進や「地域公共交通利便増進事業」の創設による
既存の公共交通サービスの改善の徹底



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

地域公共交通を 

            取り巻く現状 
第 2章 
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第２章 地域公共交通を取り巻く現状 

北九州市の概況 

（１）地勢・位置 

本市は、九州の最北端に位置し、関門海峡を挟み本州との玄関口に位置します。 

山々の麓に広がる平野部は、北部の臨海部に沿って東西に帯状に広がるほか、周防灘沿いや遠

賀川流域などに平野部が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

周防灘 

石峰山 

皿倉山 

戸ノ上山 洞海湾 

響灘 

関門海峡 

福智山 

足立山 

風師山 

貫山 

≪北九州市の地形概況≫ 

出典：地理院地図「色別標高図」を基に作成 
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（２）土地利用 

本市の市域面積は令和元年現在、約 492ｋｍ2で、平野部を中心とした東西に長い高密度な市街

地が形成されており、市街化区域は約 204ｋｍ2で市域面積の約 42％を占めています。用途地域は

住居系 58.8%、商業系 9.6%、工業系 31.6%(うち、工業専用地域 19.0%)で構成されています。 

市街地の後背となる小倉南区南部や若松区西部、八幡西区南部などでは、田畑が広がり、その

背後に山林が広がっています。工業系用地は、洞海湾及び響灘の埋立地を中心に集積しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪土地利用の実態（用途地域等指定状況）≫ 

出典：国土交通省 国土数値情報 用途地域(令和元年) 



 

- 12 - 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現
状 

第
７
章 

 

「北九州市都市計画マスタープラン」では、都市構造形成の基本方針として、「集約型の都市構造

の形成」、「階層構造の拠点形成」、「交通網ストックを活かした交通軸形成」を掲げ、コンパクト

なまちづくりを推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

≪北九州市の都市空間形成の基本方向図（将来都市構造図）≫ 

出典：北九州市都市計画マスタープラン（Ｈ30.3改訂） 
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交通手段と公共交通ネットワークの現状 

本市には、ＪＲ、モノレール、筑豊電鉄、路線バスなどの様々な公共交通があり、さらに、エ

アポートバス、渡船、シェアサイクルなどの交通手段も存在します。 

本市の公共交通の特徴として、都市部と郊外部の移動を担う北九州モノレールや筑豊電鉄、公

共交通空白地域の交通を担う「おでかけ交通」が挙げられ、公共交通が市域全体に網羅されてお

り効率的に移動できる環境にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共交通手段 役 割 

大量輸送 鉄道（山陽新幹線、ＪＲ鹿児島本線、ＪＲ日豊

本線、ＪＲ筑豊本線、ＪＲ日田彦山線） 

市内の主要地点を結ぶ都市内移動と、市外や他県など

の広域移動を担う 

軌道（北九州モノレール） 小倉駅や黒崎駅でＪＲ駅と結節し、都市内及び都市間 

輸送を担う 
鉄道（筑豊電鉄） 

中量輸送 大型・中型バス 

（西鉄バス、北九州市営バス） 

鉄道駅等の結節点と接続し、市内の拠点を結ぶ。 

地域と幹線を結ぶ日常生活路線を担う 

少量輸送 小型バス（西鉄バス、北九州市営バス） 地域内を結び日常生活路線を担う 

おでかけ交通 

（ジャンボタクシー・セダンタクシー） 

一定の人口が集積する公共交通空白地域の生活交通を

確保する 

個別輸送 タクシー 個別需要に対応した移動を担う 

 

≪北九州モノレール≫ 

 

 

≪筑豊電鉄≫ 

 

 

 

≪おでかけ交通≫ 

 

 

 

≪北九州市営バス≫ 

 

 

 

≪ＪＲ九州≫ 

 

 

 

≪西鉄バス≫ 

 

 

 

■北九州市内におけるその他の交通機関・交通手段 

渡船（関門連絡船、若戸航路、小倉航路） 関門海峡、洞海湾などの海上交通を担う 

その他送迎バス 商業施設･学校･病院･福祉施設等の利用者に限定した移動を担う 

福祉送迎サービス、福祉有償運送 高齢者や障害者を対象とした移動を担う 

シェアサイクル など 都市内の短い区間・エリアの移動を担う 

 

■北九州市内の主な公共交通 
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小倉都心と黒崎副都心を中心に、鉄道やモノレールが伸び、生活支援拠点とを結ぶ“π（パイ）”

型の公共交通ネットワークが形成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■北九州市内の公共交通マップ 

■北九州市の公共交通ネットワーク 
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人口動態 

（１）人口推移・高齢化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度国勢調査の人口等基本集計結果（令和 3年 12月１日公表） 

（構成比） 

〇総 人 口           939,029人 

➢ 年少人口（15歳未満）   109,590人（12.2％） 

➢ 生産年齢人口（15～64歳） 503,800人（56.0％） 

➢ 高齢者人口（65歳以上）  286,177人（31.8％） 

 

 

 

  

 

 

 

  

・本市の人口は約 96 万人(平成 27 年,2015 年)で、昭和 55 年(1980 年)を境に減少しており、令和

27年(2045年)には約 77万人となり、現況人口の約 80％になると推計されています。 

・高齢者(65 歳以上)人口の占める割合は年々増加しており、平成 27 年(2015 年)の約 29％から令

和 27年(2045年)では約 38％に増加すると見込まれています。 

・一方、65歳未満の人口は、平成 27年(2015年)の約 67万人から令和 27年(2045年)には約 48万

人となり、通勤・通学需要が約 30％減少すると推計されています。 
 

人口減少と高齢化の進展、通勤・通学需要の減少 

■人口推移と高齢化率の推移 

出典：総務省 国勢調査（S40～H27）、 

国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（平成 30年 3月推計）（R2～R27） 

KEYWORD 
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（２）昼間人口・人口集中地区（DID）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■区別昼間人口の推移 ■区別昼夜間人口比の推移 

■DID面積・DID人口密度の推移 

・本市の昼間人口は各区において減少しています。小倉北区や戸畑区、八幡東区は、昼間人口が夜

間人口を上回っている状況です。 

・人口集中地区(DID)の面積は、昭和 40年(1965年)から平成 27年(2015年)の間で、約 1.6倍に増

加しています。一方で、人口減少に伴い DID 地区内の人口密度は約 91 人/ha から約 55 人/ha に

低下しています。 
 

人口集中地区の拡大と低密度化 

出典：国勢調査 

出典：国土交通省「国土数値情報  

（DID人口集中地区）」を基に

北九州市にて作成 

出典：国勢調査 

KEYWORD 
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（３）夜間人口分布と高齢者人口分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■高齢者（65歳以上）人口分布 

出典：平成 27年国勢調査ﾒｯｼｭﾃﾞｰﾀ 

■夜間人口分布 

出典：平成 27年国勢調査ﾒｯｼｭﾃﾞｰﾀ 

・本市の夜間人口は、門司から小倉、戸畑、八幡、黒崎、折尾に至る鉄道駅沿線やモノレール沿線

などの公共交通の沿線に集中しています。 

・高齢者(65歳以上)の人口分布も、夜間人口と同様な分布となっています。 
 

公共交通沿線に人口が集中 

 

KEYWORD 
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公共交通の利用状況 

（１）公共交通利用者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・本市における公共交通利用者は、昭和 40年代前半から右肩下がりで減少してきました。平成 20

年(2008年)以降は IC カードの導入などにより、公共交通利用者の減少は下げ止まり横ばいで推

移していましたが、令和 2 年(2020 年)は新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受け、大幅

に減少しています。 

・令和 2年(2020年)の利用者数を除き、交通機関別にみると、平成 20年(2008 年)以降は、新幹線

やモノレールの利用者は増加傾向にありますが、一部の公共交通機関で利用者の減少が顕著と

なっています。 
 

公共交通利用者の減少 

0.71
0.73

0.61

0.79

0.45

1.00

0.68
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0.6
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0.8

0.9

1.0
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1.2

1.3

1.4

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
新幹線（小倉駅） JR 筑豊電鉄

モノレール 市営バス 西鉄バス（観光バスを含む）

【乗客数の推移】

出典：北九州市統計年鑑（各事業者調べ） 
●ＪＲは、北九州市内のＪＲ駅乗客数の合計（含む新幹線小倉駅）   ●自動車は乗用車と軽自動車の合計 

●バスは、交通局、西鉄バス北九州、西鉄北九州観光、北都観光バス 

●公共交通計の伸びは、タクシーを除く交通機関利用者の合計で算出 

※データ取得の関係上、筑豊電鉄の個別データは S61 以降、タクシーは S43 以降について表記しています。 

※JRは H29 は未取得のため H28 と H30 の平均値、H30、Ｒ1は上位 300 駅の乗客数のみ(新幹線小倉駅はデータ有)を表記しています。 

※タクシーは R01 データ未取得のため、前年値を記載しています。 

■各公共交通利用者の伸び（平成20年(2008年)～令和2年(2020年)） 

■公共交通利用者数の推移 
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ＪＲ
西鉄路面電車+筑豊電鉄
モノレール
バス
タクシー
乗用車保有台数（万台）
公共交通利用者の伸び

S55西鉄北九州線
（北方線）廃止

S60西鉄北九州線
（門司線,枝光線,戸畑線）廃止

S60.1北九州
モノレール開業

（年）

Ｈ4西鉄北九州線

（砂津～黒崎駅前）廃止

Ｈ12.11西鉄
北九州線廃止

【公共交通利用者の推移（S40を1.00）】【乗客数(万人/日)】【乗用車保有台数(万台)】

（年）

Ｈ20.5 nimoca導入

Ｈ21.3 SUGOCA導入

Ｈ22.3 nimocaと
SUGOCAの相互利用

S40

H28

R2
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（２）鉄軌道の利用状況 

①鉄軌道ネットワークの現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：ＪＲ九州資料 

出典：人口及び面積は平成２7年国勢調査（鉄道駅数には新幹線駅を含まず） 

■JR九州管内駅別乗車人員令和元年（2019年）ランキング（上位20位まで） 

出典：列車、駅停車本数は各機関の HP（R2.7）調べ。

駅乗車人員は、北九州市資料（R1年度実績） 

順位 駅名 線名
乗車人員

（人/日）
順位 駅名 線名

乗車人員

（人/日）

1 博多 鹿児島本線 126,627 11 佐賀 長崎本線 12,348

2 小倉 鹿児島本線 35,636 12 福工大前 鹿児島本線 11,552

3 鹿児島中央 鹿児島本線 20,271 13 南福岡 鹿児島本線 10,389

4 大分 日豊本線 18,660 14 長崎 長崎本線 9,699

5 熊本 鹿児島本線 15,441 15 九大学研都市 筑肥線 9,660

6 折尾 鹿児島本線 15,428 16 戸畑 鹿児島本線 9,622

7 吉塚 鹿児島本線 15,206 17 福間 鹿児島本線 9,148

8 黒崎 鹿児島本線 15,076 18 竹下 鹿児島本線 8,693

9 千早 鹿児島本線 12,865 19 赤間 鹿児島本線 8,659

10 香椎 鹿児島本線 12,799 20 大野城 鹿児島本線 8,370

■市内の鉄道駅状況 

・本市の鉄道網は、下図に示すとおりＪＲ鹿児島本線、日豊本線、筑豊本線、日田彦山線により

全区を有機的に連絡しています。 

・また、モノレールと筑豊電鉄は、それぞれ都心の小倉駅、副都心の黒崎駅でＪＲと接続しており、

ＪＲと合わせて駅の数が多く、充実した鉄軌道ネットワークを形成しています。 

・市内の鉄道駅の中で、ＪＲ小倉駅(2 位)や折尾駅 (6 位)、 黒崎駅(8 位)、戸畑駅(16 位)が、九

州で利用者の多いＪＲ駅上位 20位以内にランキング(2019年実績)されています。 

鉄(軌)道駅数
人口当り駅数
（箇所/万人）

面積当り駅数
（箇所/km2）

人口
（人）

面積

（km2）

55 0.57 0.11 961,286 491.95
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②ＪＲ駅別乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③筑豊電鉄駅別乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・本市の主なＪＲ駅における駅別乗車人員は、ＪＲ小倉駅が最多で新幹線利用とあわせて、一日に

約 5万人が利用しています。（令和元年(2019年)実績） 

■市内の主なＪＲ駅における乗車人員の推移（平成27年～令和元年） 

・本市の筑豊電鉄の主な駅別乗車人員は、黒崎駅前が最も多く約 4千人が利用しています。 

（令和元年(2019年)実績） 

■主な駅における乗車人員の推移（平成27年～令和元年） 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

門司 小倉(在来線) 戸畑 八幡 黒崎 折尾 下曽根 小倉(新幹線)

H27 H28 H29 H30 R1

1日あたり乗車人員（人/日）

0

6,000

12,000

18,000

24,000

30,000

36,000

42,000

門司 小倉(在来線) 戸畑 八幡 黒崎 折尾 下曽根 小倉(新幹線)

H27 H28 H29 H30 R1

1日あたり乗車人員（人/日）

0

4,000

8,000

12,000

16,000

門司港 西小倉 南小倉 城野 安部山公園 若松 二島

H27 H28 H29 H30 R1

1日あたり乗車人員（人/日）

出典：北九州市統計年鑑、 

ＪＲ九州資料 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

黒崎駅前 穴生 今池 三ヶ森 筑豊香月 木屋瀬

H27 H28 H29 H30 R1

1日あたり乗車人員（人/日）

出典：北九州市調べ 
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④北九州モノレール利用者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・北九州モノレールの主な駅別の乗車人員は、小倉駅が最も多く約 9千人が利用しています。また、

その他の駅では約 2千人程度の利用で推移しています。（令和元年(2019年)実績） 

出典：北九州市統計年鑑 

■主な駅における乗車人員の推移（平成27年～令和元年） 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

小 倉 香春口三萩野 競馬場前 徳力公団前 企救 丘

H27 H28 H29 H30 R1

1日あたり乗車人員（人/日）

【参考】 全国の主なモノレール・新交通システムとの比較 令和元年（2019年）実績 

出典：営業キロ及び輸送人員は、各路線の HP より引用 

区分 主な路線
営業キロ

(km)
ｋｍあたり輸送人員

(千人/年)
一日あたり輸送人員

(人/日)

東京モノレール 17.8 6,363 310,300

多摩都市モノレール 16.0 3,281 143,438

大阪モノレール 21.2 2,327 134,787

沖縄都市モノレール(ゆいレール) 17.0 1,162 55,766

千葉都市モノレール 15.2 1,277 53,181

北九州モノレール 8.8 1,409 33,976

広島新交通(アストラムライン) 18.4 1,302 65,612

横浜シーサイドライン 10.8 1,767 52,661

　
モ
ノ
レ
ー

ル

新
交
通



 

- 22 - 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現
状 

第
７
章 

 

（３）路線バスの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：北九州市公共交通マップに基づき作成 

178.5 179.2
174.3 172.1 172.6

168.6
165.1 164.6 163.2 161.1

156.3 158.2

123.4

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

200.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

23.4

21.4
20.6 20.2

19.2 19.2

16.9 16.7 16.2 16.0 15.6
14.8

10.6

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

・本市の路線バスは、北西部の若松区及び八幡西区を中心とした市営バスと、その他の市域全域を

網羅する西鉄バスの運行エリアに分かれ、一部では重複して運行されている路線もあります。 

・バス運行本数は、ＪＲ鹿児島本線沿線駅を中心とした系統や旧市内電車通りで多くなっています。 

・西鉄バスの利用者は年々減少傾向にあり、市営バス利用者については、減少傾向が顕著となって

います。 

■市営バス利用者の推移 

（千人/日） （千人/日） 

減少 

■市内バス事業者の概ねの営業エリア 

減少 

（年） （年） 

出典：北九州市調べ 

■北九州市内の運行本数ランク別バス路線網図 

出典：バス路線；第 5回北部九州 PT調査に用いた公共交通 
データ(ナビタイム社作成)を基に作成 

人口；H27国勢調査人口メッシュデータ 

■西鉄バス利用者の推移 
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（４）おでかけ交通の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公共交通空白地域：鉄道駅から 500m以上、かつバス停から 300m以上の地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・本市では、平成 12年(2000年)より、一定の人口が集積する公共交通空白地域(※)の生活交通を

確保するために、商店街や病院など、日常生活に欠かせない場所へジャンボタクシーなどを運行

する「おでかけ交通（定路線型）」事業を行っています。【市内 7地区】 

・また、平成 30年(2018年)より、定路線型のおでかけ交通で対応が困難な需要が小さな地域を対

象に、自宅から最寄り駅やバス停，生活拠点まで、事前予約制のセダンタクシーを運行する「お

でかけ交通（自由経路型）」事業を行っています。【市内 2地区】 

・「おでかけ交通」を利用する年齢層は 60歳以上が約 7割～9割を占め、利用者は年々減少傾向に

あります。 

利用者は年々減少傾向 

22.2%

7.7%

2.1%

2.2%

3.8%

0.5%

6.7%

3.8%

4.8%

19.2%

16.0%

68.9%

65.4%

76.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合馬・道原地区

木屋瀬地区

枝光地区

30歳代以下 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

出典：北九州市調べ（利用者を対象とした R2 アンケートより） 

45 

26 

187 

回答者数 

■「おでかけ交通」総利用者数の推移 

おでかけ交通の 

総利用者数 

（万人/年） 

■「おでかけ交通」利用の年齢層 
出典：北九州市調べ 

KEYWORD 

■おでかけ交通の運行地区
区分 地区 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

枝光

大蔵

木屋瀬・楠橋・星ヶ丘

合馬・道原

平尾台

田代・河内

桜丘

恒見・喜多久

田野浦

沼

戸畑

高尾

古前

南丘

志井

高台
地区

廃止
路線
対策

試験
運行

自由
経路
型

3.6

11.8
12.6

17.1
16.0

14.5 14.7 14.3

12.5
11.7

10.9 11.2
12.1

11.3 11.1 11.0 10.5
9.2

8.6 8.5

7.0

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

(万人/年）
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公共交通空白地域の拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ※公共交通空白地域：鉄道駅から 500m以上、かつバス停から 300m以上の地域 

  

・本市のバス路線は、平成 13年(2001年)から現在までに 69路線(約 152ｋｍ)が廃止されています。

さらに、この 10年間で、廃止路線延長が 1.3倍に増加しています。 

・郊外部には、鉄道駅やバス停から離れている公共交通空白地域が点在しています。 
 

需要が少ない地域における路線廃止・減便の進行 

1 1
6 6 9

11 11 12

29

36

45 45 45 47 49
54 55 55

60

69

26.8 26.8 28.1

39.9 39.9 40.1

56.9

84.5

115.4 115.4 115.4 117.0 117.8
125.9

136.4 136.4
144.9

151.54

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

廃止路線数

累積（本）

廃止総キロ

累積（km）

廃止路線数

累積（本）

廃止総キロ

累積（km）

（年度）

■北九州市内のバス廃止路線数及び路線総延長の推移 

出典：北九州市調べ 

1.3 倍 

KEYWORD 

■連担した公共交通空白地域 
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乗務員の高齢化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.8%

4.0% 14.2% 22.3% 23.6% 22.5% 12.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上

■大型自動車第二種運転免許保有者 

■運転者数の年齢構成 

出典：交通局あり方検討会資料より 

60歳以上 40% 

出典：西鉄バス北九州資料より 

・福岡県における大型自動車第二種運転免許保有者は減少傾向にあり、この 10年間で 23％減少し

ています。 

・免許保有者のうち、約 60%が 60歳以上です。 

・運転者の確保が難しいこともあり、実際に 60 歳以上の運転者が占めている割合は、市営バスが

約 40％、西鉄バスが約 12％となっています。 
 

大型二種免許保有者の減少及び高齢化、バス乗務員の高齢化 

60歳以上が 60% 

38,146
37,108

36,062 35,104
34,060 33,163 32,265

31,240
30,179

29,182

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

10年間で
23％減少 

出典：警察庁「運転免許年齢別統計（福岡県）」 

（人） 

■大型自動車第二種免許保有者の年齢構成 

年齢 人数 構成

24～29歳 15 1.9%

30～39歳 67 8.4%

40～49歳 269 33.8%

50～59歳 349 43.8%

60～69歳 94 11.8%

70～72歳 2 0.3%

合計 796 100.0%

※2021年3月現在

年齢 人数 構成

24～29歳 2 1.2%

30～39歳 11 6.7%

40～49歳 34 20.7%

50～59歳 52 31.7%

60～69歳 55 33.5%

70～72歳 10 6.1%

合計 164 100.0%

＜西鉄バス＞ ＜北九州市営バス＞ 

60歳以上 12% 

KEYWORD 

出典：警察庁「運転免許年齢別統計（福岡県）」 
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自動車利用の現状 

（１）自動車保有の現状 
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平成20年 令和2年自動車免許保有率（％）

＜男 性＞ ＜女 性＞

出典：北九州市統計年鑑 

②性別・年齢別での自動車運転免許保有率 

・福岡県における自動車運転免許保有率の変化(H20(2008 年)→R2(2020 年))は、男女ともに 35 歳

未満は減少しており、年齢の高い世代で保有率の増加が見られます。 

・特に、45歳以上の女性の自動車免許保有率が、顕著に増えています。 
 

       高齢女性の免許保有の増加、若者の免許保有の減少 

出典：警察庁「運転免許年齢別統計」（福岡県）、 
「住民基本台帳要覧」を基に作成 

・本市における自動車保有台数は年々増加しており、昭和 44 年(1969 年)から令和元年(2019 年)

の 50年間で約 5倍になっています。 

・また、平成 11年(1999年)以降、普通自動車台数は横ばい傾向ですが、軽自動車台数は顕著に増

加しています。 
 

自動車保有台数の増加 

①自動車保有台数 

57 64 56
90

124 145 152 173
202 226 233

41

100
170

196

230

289
318

314
302

299 300

97

164

226

286

355

434
470

487
504

525 533

0

100

200

300

400

500
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S44 S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21 H26 R1

（千台）

50年間で 5倍 

普通自動車 

軽自動車 

注）普通自動車は、乗用自動車、貨物自動車、
バス、特殊車を示す 

35歳未満 
減少 

４５歳以上 
大幅に増加 

■自動車保有台数の推移 

■階層別自動車免許保有率の推移 

35歳未満
減少 

KEYWORD 

KEYWORD 
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（２）交通分担割合の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 高齢運転者による交通事故の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22%

33%

13%

11%

20%

22%

5%

6%

11%
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7%

58%

41%

59%

71%

56%

56%

1%

3%

0%

1%

1%

1%

10%

16%

6%

5%

7%

8%

3%

2%

11%

6%

8%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5PT(H29)

4PT(H17)

5PT(H29)

4PT(H17)

5PT(H29)

4PT(H17)

徒歩 二輪 自動車 タクシー バス 鉄道

全体 

25歳～34歳 

65歳以上 

(％) 

12 ﾎﾟｲﾝﾄ減 

7 ﾎﾟｲﾝﾄ減 11 ﾎﾟｲﾝﾄ減 17 ﾎﾟｲﾝﾄ増 

5 ﾎﾟｲﾝﾄ増 

■代表交通分担割合の変化 

出典：第 4回北部九州圏パーソントリップ調査（4PT、H17） 
第 5回北部九州圏パーソントリップ調査（5PT、H29） 

※北九州市居住者を対象とする 

市内の交通事故に占める高齢運転者による交通事故の推移 

出典：福岡県警察提供資料 
※高齢運転者：65歳以上の運転者 

・本市の交通分担割合をみると、平成 17 年(2005 年)、平成 29 年(2017 年)ともに自動車分担割合

が約 60％を占めており、公共交通分担割合は 20％を下回っていることから、自動車依存が高い

状況にあります。 

・25 歳～34歳の世代では、自動車分担割合が 12ポイント減少し、公共交通分担割合が 5ポイント

増加しています。 

・一方 65歳以上の高齢者は、自動車分担割合が 17ポイント増加し、公共交通分担割合が 7ポイン

ト減少、徒歩割合が 11ポイント減少しています。 
 

高齢者の自動車分担割合の増加、若者の自動車分担割合の減少 

6,860 6,604
6,216

5,573 5,136 4,335
3,406

1,465 1,471
1,513

1,428 1,513

1,207

1,04417.6% 18.2%

19.6%

20.4%
22.8%

21.8%

23.5%

15

20

25

30

2,000

4,000

6,000

8,000

H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

高齢運転者の交通事故件数 高齢運転者以外の交通事故件数

全体に占める高齢運転者の交通事故の割合

（件数） （％）

0 0

KEYWORD 

KEYWORD 

・市内で発生している交通事

故は減少していますが、全

体に占める高齢運転者の

交通事故の割合は年々増

加しています。 
 

 高齢者の交通事故 

発生割合の増加 
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道路交通の現状 

（１）都市計画道路の整備現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■北九州市都市計画道路整備状況 

5,837 6,246 6,512 6,144 5,975

1,385
1,299 1,333

1,141 1,069

702
748

809
1,062 1,136

7,924 8,293 8,654 8,347 8,180

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H6 H11 H17 H22 H27

一般道路計 都市高速計 高速道路計(都市高速除く)

（千台キロ/12時間）

(1.00) (1.05) (1.09) (1.05) (1.03)

■北九州市内道路種別走行台キロの推移 

出典：国土交通省都市計画現況調査 
※データは調査実施年の年 3月 31日時点 
※整備済延長とは、改良済延長と概成済延長の和 

出典：道路交通センサス 

・都市計画道路の整備延長は、平成 11 年（1999 年）から平成 27 年（2015 年）にかけて着実に増

加していましたが、令和 2年（2020年）は減少となっています。 

・また、自動車走行台キロ（自動車台数×走行距離）は、平成 17年（2005年）を境に減少に転じ

ています。 

391 402

457
497

523 519

658
695

721
699 673

609

59.4% 57.8%
63.4%

71.1%
77.8%

85.2%
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延長（km） 整備率（％）
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（２）道路の混雑状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

渋滞箇所名

対策実施

完了箇所

（H30年度末）

1 三萩野交差点 済

2 城野交差点 済

3 湯川交差点 済

4 黒崎駅前差点

5 清水交差点 済

6 バイパス朽網交差点 済

7 津田西交差点

8 貫交差点 済

9 陣山二丁目交差点

10 横代交差点

11 岸の浦二丁目交差点

12 力丸町交差点

13 曽根出張所交差点

14 葛原東三丁目交差点

15 本城(帯田)交差点

16 清納二丁目交差点

17 中井交差点

18 下曽根一丁目交差点

19 穴生電停交差点

20 神幸町交差点 済

21 沼緑町一丁目交差点

22 永犬丸五丁目交差点 済

23 大里本町三交差点

24 若戸大橋口交差点 済

25 馬場山交差点

26 東曲里町交差点

27 幸神交差点

28 筒井町交差点

国

管

理

市

管

理

NO

■北九州市内の主要渋滞箇所 

出典：北九州市道路中長期整備計画（R2.4） 

■北九州市内のランク別ピーク時速度 

出典：H27道路交通センサス 

・一般道の走行速度の状況は、小倉都心部や黒崎周辺、小倉南区等の国道や主な市道を中心に、ピー

ク時において速度低下が発生しており、主要渋滞箇所も同様に点在しています。 
 

ピーク時の走行速度の低下、主要渋滞箇所の点在 KEYWORD 
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（３）都市高速道路の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）歩道整備の現状 
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130

H1 H4 H7 H10 H13 H16 H19 H22 H25 H28 R1

(千台/日）

出典：道路統計年鑑 

・都市高速道路の利用台数は、減少から微増傾向にありましたが、平成 28年（2016年）以降に再

び減少傾向となっています。 
 

既存道路ストックの利用率の低下 

■北九州都市高速道路利用実績 

出典：北九州市統計年鑑 

・市道の歩道整備延長は伸びているものの、整備率は 20％と低い状況です。 
 

     低い歩道整備率 

■市道の歩道整備状況 

705.1km 764.5km 781.9km

3,080.3km 3,023.7km 3,096.9km

3,785.5km 3,788.2km 3,878.7km

交通戦略

策定時

H27 H31

未整備

整備済

18.6% 20.2% 20.2%

H2.3若戸大橋と接続 

H3.3九州自動車道（門司 IC、八幡 IC）と接続 

KEYWORD 

KEYWORD 
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観光動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

156 170 178 186 191 193 93 

958 1,000 1,016 1,056 
840 840 

517 

1,114 
1,170 1,194 1,242 

1,031 1,033 

610 

0

200

400
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1000

1200

1400

1600

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

宿泊 日帰り

■観光客数の推移 

1,2421,2381,1841,1341,1261,1321,1751,2361,2511,2951,3051,3621,4351,356

323

31 27
12 43 60 41

96
151

8
23 98

282
349

223
1,2731,265

1,1961,1771,1861,173
1,271

1,387
1,259

1,318
1,403

1,644
1,784

1,579

323

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2

北九州空港利用者の推移

国内線 国際線

(千人)

・本市を訪れる観光客は、平成 26年(2014年)以降年々増加していましたが、スペースワールドの

閉園により、平成 30年(2018年)は約 200万人の減少(約 20％減)となっています。 

・さらに、令和 2年(2020 年)の観光客数は、ピーク時(2017年)の約 50％に減少しています。 

・平成 18年(2006年)に開港した北九州空港の利用者は、開港後数年間は伸び悩んでいましたが、

近年は国内線及び国際線ともに増加しています。 

・しかし、令和元年(2019 年)は、国際線の減便や休止により利用者が減少しています。 

・さらに令和 2 年(2020 年)は、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、空港利用者は前

年の約 20％まで落ち込んでいます。 
 

近年の観光客数の伸び悩み、コロナ終息後の観光客増加を促すサービス 

（万人） 

対前年 
20％減 

H29.12スペースワールド閉園 

対ﾋﾟｰｸ年 
50％減 

出典：北九州市観光動態調査 

■北九州空港の利用状況 

出典：北九州市調べ 

対前年 
20％ 

KEYWORD 
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「新たな生活様式」への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
出典：北九州市調べ 

■北九州市内交通機関における新型コロナウイルス感染症の拡大の影響による 

利用者数の対前年度比率の月別推移 

 

■新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

【路線バス】 

【モノレール、筑豊電気鉄道】 

99%

61%

83%
77%

72%

99%

50%

79%
72%

59%

0%
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80%

100%

120%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

西鉄バス北九州 市営バス

104%

50%

80%
78%

70%

99%

46%

87%
83%

77%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

北九州モノレール 筑豊電気鉄道

KEYWORD 

令和２年 令和３年 

令和３年 令和２年 

・市内の公共交通機関の利用者数は、新型コロナウイルス感染症の拡大による 1回目の緊急事態宣

言期間中の令和 2年(2020年)4月で、バスや鉄道が対前年比の約 5割～6割まで減少しました。 

・その後、感染拡大が弱まった令和 2 年(2020 年)10 月には、利用者の対前年比の約 8 割～9 割ま

で回復しました。 

・さらに、福岡県において発令された 2回目の緊急事態宣言期間中の令和 3年(2021年)1月の利用

者数は、再び対前年比の約 7割～8割にまで落ち込んだ状況となり、その後もコロナ前の水準に

は戻っていません。 
 

コロナ禍による利用状況や経営環境の悪化 
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移動実態と公共交通に対する市民ニーズ 

（１）移動実態の把握 

概ね 10年おきに実施されている北部九州圏パーソントリップ調査のデータを集計して、市内

を発着する人の移動実態を把握しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 ： 用語の解説 

 

〇パーソントリップ調査 

⇒人（パーソン）が、ある目的を持って移動（トリップ）する一連の動きを含め、   

一日のすべての移動を捉える調査です。北部九州圏域では、昭和 47年から概ね  

10年おきに調査を実施しています。 

〇トリップ 

   ⇒人の移動する単位を“トリップ”といいます。 

〇外出率 

   ⇒外出率は、調査日に外出した人の割合を指します。 

〇トリップ原単位 

   ⇒トリップ原単位は、外出した人一人の一日の平均トリップ回数を指します。 

〇代表交通手段 

   ⇒代表交通手段は、１回のトリップでいくつかの交通手段を乗り換えた場合の主な

交通手段のことで、集計を行う上で優先的に、鉄道、バス、自動車、二輪車、徒

歩の順で定めています。分担率は、交通手段別の利用割合を示します。 

 

 

 

 

 

 

■通勤目的での移動（1 トリップ）の例 

  



 

- 34 - 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現
状 

第
７
章 

 

①トリップ回数（総移動回数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外出率・トリップ原単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・本市では、人口減少により一日の総移動回数が減少しています。 

・年齢層を問わず、この 10 年で外出率は減少しています。さらに一人あたりの移動回数も同様に

減少しています。 
 

外出機会・一人あたりの移動回数の減少 
KEYWORD 
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③交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④最寄り駅・最寄りバス停までの移動時間と移動距離の分布 
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・交通手段は、自動車利用割合が減少し、鉄道利用割合が増加しています。 
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【北九州市】 バス停

（人）

・本市における徒歩による居住地から最寄り鉄道駅までの平均移動時間は約 11 分、平均移動距離

は約 800ｍであり、徒歩による最寄りバス停までの平均移動時間は約 6分、平均移動距離は約 350

ｍとなっています。 
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【北九州市】 バス停

■徒歩による駅アクセス時間 

■徒歩によるバス停アクセス時間 ■徒歩によるバス停アクセス距離 

■徒歩による駅アクセス距離 
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⑤鉄軌道駅端末交通手段としての利用 
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折尾駅

門司港駅

門司駅

西小倉駅

戸畑駅

八幡駅

南小倉駅

城野駅

下曽根駅

若松駅

二島駅

平和通

香春口三萩野

片野

守恒

徳力嵐山口

企救丘

今池

三ヶ森

市内の主な鉄軌道駅における端末交通手段構成

バス 徒歩 二輪 その他

33,439

9,269

6,922

24,046

2,404

28,025

9,585

11,695

16,636

16,309

13,134

9,016

6,554

10,467

2,947

1,601

4,467

4,791

3,947

2,990

3,021

3,585

1,256

1,562

Ｊ
Ｒ
在
来
線 

北
九
州
モ
ノ
レ
ー
ル 

筑
豊
電
鉄 

■市内の主な鉄軌道駅における端末交通手段構成 

・市内の主な鉄軌道駅における端末交通手段の利用割合は、徒歩が多くを占めています。 

・端末交通手段として、“バス”を利用している割合が高い駅は、異なる様々な交通機関からの乗

り換えが可能な黒崎駅（筑鉄）や小倉駅（新幹線）、折尾駅となっています。 

乗降客数（人/日） 
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（２）公共交通に対する市民ニーズ 

平成 22年度第 3回市政モニターアンケート及び令和 2年度第 2回市政モニターアンケート、第

5 回北部九州圏パーソントリップ調査を基に、公共交通に関する市民意識の調査を行っています。 

①公共交通による移動の利便性 

 

 

 

 

 

 

問：「北九州市の電車やバス、モノレールといった公共交通機関を利用した移動は便利であると  

感じますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：令和 2年度第 2回市政モニターアンケート 

28%

23%

38%

41%

13%

15%

10%

9%

9%

10%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和2年度

平成22年度

とても感じている ある程度感じている どちらとも言えない

あまり感じていない ほとんど感じていない 無回答・わからない

■平成22年度と令和2年度の比較 

・平成 22年度は全体の 64％が、「公共交通機関は便利である」と回答し、令和 2年度では、「便利」

と回答した人が 66％と増加しています。 

・年代別にみると、20歳代や 40歳代では「便利」と回答した割合が、他の年代と比較して若干低

い傾向にあります。 
 

満足度の年齢格差 

出典：平成 22年度第 3回市政モニターアンケート 
令和 2年度第 2回市政モニターアンケート  

■年齢階層別満足度（令和 2年度） 

KEYWORD 

36%

20%

10%

29%

30%

37%

18%

50%

43%

43%

41%

31%

9%

5%

19%

14%

11%

17%

9%

15%

19%

5%

7%

6%

27%

5%

10%

5%

11%

6%

5%

5%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

とても感じている ある程度感じている どちらとも言えない

あまり感じていない ほとんど感じていない 無回答・わからない
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②公共交通が不便と感じる理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■北九州市全体での「公共交通に不便を感じる」理由（サンプル数：34,187） 

・公共交通が不便と感じる理由として、「目的地が公共交通で行きにくい」が全ての区で最も多く

なっています。利用者ニーズとサービスの不一致が推測されます。 

・次に不便なこととして、門司区・小倉南区・若松区・八幡東区・八幡西区では「公共交通の運行

本数が少ない」、小倉北区・戸畑区では「荷物の運搬があるため利用しにくい」という理由が多

く挙げられています。 
 

利用者ニーズとサービス内容の相違(行きにくさ、乗継が不便、本数の少なさ) 

注）複数回答あり 

注）  ：1位、  ：2位、  ：3位 ■各区における「公共交通に不便と感じる」理由 

出典：第 5回北部九州圏パーソントリップ調査 

注）複数回答あり 

出典：第 5回北部九州圏パーソントリップ調査 

門司区 小倉北区 小倉南区 若松区 八幡東区 八幡西区 戸畑区 計
目的地が公共交通で行きにくい 562 1,019 1,850 805 427 2,232 357 7,252
仕事や業務の都合で公共交通を利用しにくい 288 503 653 315 205 879 146 2,989
荷物の運搬があるため利用しにくい 442 661 903 360 309 1,096 235 4,006
立ち寄り箇所があるため利用しにくい 249 341 481 198 124 598 111 2,102
親戚や知人の送迎や同伴のため自動車が必要 255 387 578 245 176 737 150 2,528
公共交通の乗継が不便 364 559 1,067 651 302 1,283 219 4,445
公共交通の定時性がよくない 240 418 499 204 180 615 168 2,324
公共交通の所要時間が長い 75 82 269 80 55 188 30 779
公共交通の料金が高い 159 307 380 139 102 515 90 1,692
公共交通の始発が遅い、または終発が遅い 77 156 175 96 58 237 83 882
公共交通の運行本数が少ない 447 409 1,200 701 363 1,497 228 4,845
バスや電車の車内が混雑 186 420 442 82 126 504 103 1,863
待合施設やHPなどの情報案内が不十分 69 120 101 34 53 157 35 569
待合施設の設備が不十分 241 486 417 106 179 510 131 2,070
駅・バス停の移動空間 26 90 91 34 24 150 26 441
車両がバリアフリー化されていない 73 133 111 55 57 175 56 660

660

441

2070

569

1863

4845

882

1692

779

2324

4445

2528

2102

4006

2989

7252

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000

車両がバリアフリー化されていない

駅・バス停の移動空間

待合施設の設備が不十分

待合施設やHPなどの情報案内が不十分

バスや電車の車内が混雑

公共交通の運行本数が少ない

公共交通の始発が遅い、または終発が遅い

公共交通の料金が高い

公共交通の所要時間が長い

公共交通の定時性がよくない

公共交通の乗継が不便

親戚や知人の送迎や同伴のため自動車が必要

立ち寄り箇所があるため利用しにくい

荷物の運搬があるため利用しにくい

仕事や業務の都合で公共交通を利用しにくい

目的地が公共交通で行きにくい目的地が公共交通で行きにくい

公共交通の乗継が不便

公共交通の運行本数が少ない

KEYWORD 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 地域公共交通の課題 第 3章 
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第３章 地域公共交通の課題 

地域公共交通を取り巻く現状を踏まえ、本市の公共交通の抱える課題を以下に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域公共交通を取り巻く現状】 

2-10.「新たな生活様式」への対応 [Ｐ32] 
・コロナ禍による利用状況や経営環境の悪化 

【公共交通の抱える課題】 

2-11.移動実態と公共交通に対する市民ニーズ 
 [Ｐ34、Ｐ37、P38] 
・外出機会・一人あたりの移動回数の減少 
・満足度の年齢格差 
・利用者ニーズとサービス内容の相違 

2-3.人口動態 [Ｐ15、P16、P17] 
・人口減少と高齢化の進展 ・通勤・通学需要の減少 
・人口集中地区の拡大と低密度化 
・公共交通沿線に人口が集中 

新しい生活様式に対応した 
サービスの提供 

新型 の 
感染拡大により 

厳しさを増す経営環境 

自動車利用の増加・ 
高齢者等の移動手段の確保 

道路走行性の改善・ 
効率的な道路利用の実現 

利便性の向上を図る 
サービスの充実 

運行サービス水準の低下・ 
公共交通空白地域の拡大 

2-9.観光動向 [Ｐ31] 
・近年の観光客数の伸び悩み 
・コロナ終息後の観光客増加を促すサービス 

ニーズに対応した 
運行サービスの充実 

公共交通を利用する 
需要の減少 

乗務員の不足と高齢化により 
路線維持が困難 

公共交通体系・ネットワーク 
の再構築 

2-7.自動車利用の現状 [Ｐ26、Ｐ27] 
・自動車保有台数の増加 
・高齢女性の免許保有の増加、若者の免許保有の減少 
・高齢者の自動車分担割合の増加 
・若者の自動車分担割合の減少 
・高齢者の交通事故発生割合の増加 

2-5.公共交通空白地域の拡大 [Ｐ24] 
・需要が少ない地域における路線廃止･減便の進行 

2-4.公共交通の利用状況 [Ｐ18、P23] 
・公共交通利用者の減少 
・（おでかけ交通）利用者は年々減少傾向 

2-6.乗務員の高齢化 [Ｐ25] 
・大型二種免許保有者の減少及び高齢化 
・バス乗務員の高齢化 

2-8.道路交通の現状 [Ｐ29、Ｐ30] 
・ピーク時の走行速度の低下、主要渋滞箇所の点在 
・既存道路ストックの利用率の低下 
・低い歩道整備率 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     これまでの交通施策の取組み 第 4章 
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第４章 これまでの交通施策の取組み 

「北九州市地域公共交通網形成計画」（H28.8）では、30の交通施策とその中の取組みの柱となる

7つの重点施策を掲げて、交通事業者や住民、行政等が協働し、これまでに様々な施策を取り組ん

できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■乗継環境の改善 
（下曽根駅、R1～、ＪＲと西鉄バスの乗継案内表
示・駅舎内にバス待ちスペース） 

JR改札口にバスの 

時刻表を表示 

バス車内に JRの時刻表を表示 

■駅前広場の整備 

八幡駅 

（R1完成） 

学校モビリティマネジメント（H28～R2） 
計 15校（約 600人） 

高齢者モビリティマネジメント（H29～R2） 
計 52箇所（約 2,200人） 

■バス待ち環境改善 
（上屋 10基、ベンチ 62基、広告付バス停 11箇所・スマートバス停 44箇所（H28～R2）） 

バス停上屋 スマートバス停 

JR城野駅北口 

（H28完成） 

モビリティマネジメントの実施 

交通結節機能の強化 
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■連節バス導入（R1～：小倉～黒崎，小倉～戸畑、Ｒ3～:小倉～恒見（門司）） 

 

■駅のバリアフリー（駅舎、昇降用エレベータ設置、等） 

折尾駅（R2完成） 

穴生駅（H28完成） 

■低床式バスの導入（西鉄バス北九州、北九州市営バス） ■ユニバーサルデザインタクシーの導入 

（R2～補助制度創設） 

バリアフリー化の推進 

小倉～戸畑線（南小倉駅前バス停） 小倉～恒見線（砂津バス停） 

北九州市営バス 

幹線バス路線の高機能化 
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■低床式車両の導入（H27～H29、4編成） 

乗り放題定期券の導入（H30） 

市政だより掲載写真（R1） 

ＰＲチラシ バス停整備 

筑豊電鉄の高機能化 

おでかけ交通への支援強化 

徒歩・自転車での移動環境・利用環境の改善 

■駐輪施設の整備 ■自転車の利用促進 

JR八幡駅（H31完成） シェアサイクル事業（事業開始、R3～） 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   地域公共交通計画の 

                基本方針 
第 5章 
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地域公共交通計画の基本方針 

地域公共交通計画では、これまでの交通施策の取組みを踏まえ交通理念を設定し、それに基づ

き、公共交通の抱える課題に対する取組みの視点や目指すべき交通体系の整理を踏まえて、基本

方針を策定します。 

北九州市の掲げる交通理念 

 

 
 

交通に関わる関係者が「地域性」に応じて「連携・協力」して、様々な取り組みを行う

ことにより、「安全・安心」に利用できる交通体系を構築します。 

また、一人一人が環境面に配慮し地域や目的に応じ、公共交通利用とマイカー利用を上手に

使い分けるなど、バランスが取れた交通行動を「実践」することにより、人と環境にやさし

く「持続可能」なまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針設定の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交通理念 環境にやさしく安心して移動できるまちを目指して 
～ 使おう公共交通、かしこくマイカー利用 ～ 

地域の実情に応じて 

みんなが 

地域に応じて 

バランスの取れた 

交通行動を 

な移動手段が確保されています 

なまちを目指します 

人と環境にやさしい 

地域の状況に応じて 

連携・協力 実  践 

地 域 性 

安全・安心 

持続可能 

バランス 

本市が掲げる交通理念は、以下に示すキーワードを踏まえて設定します。 

本市の掲げる交通理念の実現に向け、以下の流れに沿って基本方針を策定します。 

≪交通理念につながるキーワード≫ 

課題解決に向けた 

取組みの視点 

地域公共交通計画の基本方針 

≪地域公共交通計画の基本方針設定の考え方≫ 

公共交通の抱える課題 

目指すべき交通体系 

□ 公共交通拠点・公共交通軸・

支線の設定 

□ 公共交通ネットワークの設定 

□ 道路交通軸の設定   など 
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課題解決に向けた取組みの視点 

 

 

 

 

 

 

本市が目指す公共交通の活性化を実現するには、中心市街地の衰退や郊外開発による市街地の

拡大から脱却し、街なか居住を進めるまちづくりと一体となって、市民が生活する上で必要な移

動手段であるバスや鉄道などの公共交通網の利便性を高め、併せて道路環境の充実を図ることで、

将来的にも持続可能な公共交通ネットワークとして、生活交通を確保していくことが重要です。 

そのため、市民・企業・交通事業者・行政の各主体の理解と協力により積極的に公共交通を利

用促進していき、公共交通の衰退がもたらす『負の循環』を、公共交通が維持・存続できる『正

の循環』に転換して、地球にやさしく安心して移動できるまちを目指していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■視点 1  

まちづくりと一体となった生活交通の確保 

本市の公共交通の抱える課題の解決に向け、必要な取組みの４つの視点を以下に整理します。 

拡散した市街地

公共交通
空白地域

中心駅

拠点
エリア

マイカーが
主要な移動手段

利用者の少ない
バス路線

■コンパクトなまちづくりと一体となった公共交通のあり方イメージ 

■公共交通の活性化実現イメージ 

将 来 

 

交通環境・ 

地球環境の悪化 

公共交通不便・ 

空白地域の拡大 
公共交通利用者 

の減少 

環境負荷 
の軽減 

市民の足を確保 公共交通利用者 
の増加 

モータリゼーシ
ョンの進展 

郊外開発による市街地拡大と
中心市街地の衰退 

 

街なか居住 
（集約型都市構造） 

公共交通の衰退 
(サービス水準の低下) 

公共交通の維持・存続 

負の循環 正の循環 

モータリゼーション 

の進展 

・各事業者独自の経営 
・行政の側面的支援 

関係各主体の 
理解・協力・連携強化 

フィーダー
(支線)輸送

乗継拠点
の整備

拠点エリアへの
医療・福祉等の
都市機能の誘導

公共交通沿線への
居住の誘導

バス路線の
高機能化

立地適正化計画

地域公共交通網形成計画

連携 好循環を実現

地域公共交通計画 
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本市が目指す公共交通の将来像を実現するには、鉄道・バスなどの公共交通機関相互や行政が

連携して、利用しやすく便利な公共交通ネットワークに再編する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■視点２  

持続可能な公共交通体系の実現に向けたネットワークの再編 

■バス路線の再編イメージ 

現 状 将 来 
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地域の特性に応じて提供すべき公共交通のサービスレベルを確保するために関係各主体がと

るべき行動との関係を整理すると、下図のようなイメージになります。 

具体的な施策検討に際しては、地域特性を踏まえ関係各主体がどのような事に取り組むべきか

という視点で検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■視点３ 

   地域に応じた公共交通サービスレベル 

  選択可能な             主な交通手段 

高    ←    提供すべき公共交通サービスレベル    →    低 
（街なか）                                               （郊外部） 

 

市
民
が
協
力 

 
 

す
べ
き
こ
と 環境問題への意識、公共交通への理解、交通マナー向上 

 

企
業
が
協
力 

 
 

す
べ
き
こ
と 

環境に優しい交通手段による通勤等の推進・支援 
生活交通に対する協賛 

公共交通利用者へのサービス 

環境問題への取り組み、社員教育・啓発、社会貢献への意識、通勤手当の見直し 

交
通
事
業
者
が 

取
り
組
む
べ
き
こ
と 

運行サービス向上・情報提供等 
 

⇒ 利用拡大・増収 

効率的な運行・乗り継ぎ利便性向上等 
 

⇒ 利用維持・確保 

利用者の実情に応じた
サービス提供 

行
政
が 

取
り
組
む
べ
き
こ
と 

地域住民による取り組み 

環境にやさしいマイカー利用 

公共交通の現状・役割に関する 
広報活動支援等 

施設整備、走行性の向上、事業者間連携の支援等 

乗合輸送 個別輸送 

■地域の特性に応じて提供すべき公共交通サービスレベルのあり方と 
関係各主体（市民・企業・交通事業者・行政）がとるべき行動  

公共交通の積極的利用 

幹線 支線 

セーフティネットの 
視点からの支援等 

地域の実情に即した、事業方法
の検討や運営補助による支援等 

鉄道 
バス 

タクシー 
マイカー 

おでかけ交通 
タクシー 
マイカー 

鉄道 
モノレール 

バス 
タクシー 
マイカー 
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目指すべき公共交通体系の実現にあたっては、公共交通輸送の役割を担っている「交通事業者」

や、施設や制度の整備などを実施している「行政」の他、地域社会形成の担い手であり、日常生

活や社会経済活動の様々な場面において公共交通の恩恵を受けている「市民」や「企業」が、そ

れぞれの果たすべき役割を明確にして、十分に理解・認識し、一体的に取り組む必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■視点４  

市民･企業･交通事業者･行政の各主体の役割の明確化と 

一体的な実践 
 

■関係各主体の連携・協力イメージ 
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目指すべき交通体系 

 

 

 

 

 

 

 

（１）公共交通拠点の設定 

■設定・分類 

北九州市基本構想・基本計画の交通･物流ネットワークの基本的方向における生活機能のほか、

交通結節機能や業務機能などの多様な都市機能を有する都心･副都心、生活支援拠点（地域拠

点※）、産業拠点･物流拠点（次世代産業拠点・物流拠点※）の中で多くの人的交流が見込まれる学

術研究都市、北九州空港、新門司を「公共交通拠点」に設定します。 

広域的に求心力のある都心･副都心を「主要交通拠点」とし、その他の生活支援拠点、産業拠点・

物流拠点を「交通拠点」に設定します。また、小売店舗･病院･銀行など日常生活の中で、身近な生

活を支える生活支援施設や鉄道駅、バス停を有している公共交通軸上にある拠点を「生活交通  

拠点」とします。 

 

 ■北九州市地域公共交通計画での拠点の位置づけ 

計画名称 
北九州市基本構想・基本計画 

「元気発進！北九州プラン」 

北九州市都市計画 

マスタープラン 

北九州市地域公共交通計画 
(環境首都総合交通戦略) 

項目 
交通･物流ネットワークの 

基本的方向 

都市空間形成の基本方向 

（将来都市構造） 
公共交通拠点 

拠点の 

位置づけ 

都心・副都心 都心・副都心 主要交通拠点 

生活支援拠点 地域拠点 

交通拠点 
産業拠点・物流拠点 

（学術研究都市、北九州 空

港、新門司） 

次世代産業拠点・物流拠点 

（学術研究都市、北九州 空

港、新門司） 

― ― 生活交通拠点 

 

■必要な機能 

「主要交通拠点」は、異なる輸送モード（JRとモノレールとバスなど）間の乗り継ぎを円滑に行うた

めのバリアフリー化や乗り場案内、乗り継ぎ案内等の交通結節機能の充実が求められます。 

「交通拠点」は、２交通機関（JRとバスなど）間の乗り継ぎを円滑に行うためのバリアフリー化や乗り

継ぎ案内等の交通結節機能の充実が求められます。 

「生活交通拠点」は、公共交通軸及び拠点以外の地域からの乗り継ぎ機能の充実が求められます。 

 

 

  

本市における目指すべき交通理念の実現に向けて、人の移動を対象に、公共交通拠点や公共交

通軸、支線の基本的な考え方や必要な機能について整理し、鉄軌道交通やバス交通の対応を踏ま

えて、目指すべき公共交通ネットワークを設定します。 

さらに、公共交通を支える道路環境の充実も踏まえて、自動車交通を基本とした道路交通軸を設

定し、歩行者及び自転車交通の対応を整理します。 

 

※（ ）内は北九州都市計画マスタープランで位置づけられている拠点を示しています。 
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（２）公共交通軸の設定 

■設定・分類 

北九州市基本計画の交通･物流ネットワークの基本的方向における交流軸を基本に、公共交通

施設の整備状況、公共交通機関の運行状況、将来予測人口の分布状況を踏まえて、「公共交通

軸」を設定します。 

市内の公共交通拠点相互や隣接周辺地域を結び、高水準のサービスを提供する交流軸を「主

要幹線軸」に設定し、「主要幹線軸」を補完し比較的高いサービスを提供する交流軸を「幹線軸」

に設定します。 

なお、「公共交通軸」は概ね 30 分に１本以上の運行サービスとなる「主要幹線軸」と「幹線軸」を

位置づけます。 

 

■必要な機能 

「主要幹線軸」については、概ね15分に１本以上の頻度で大量及び中量輸送し、定時性・速達

性等の機能が求められます。 

「幹線軸」については、概ね 30分に１本以上の頻度で中量輸送し、定時性の確保とサービスの

維持が求められます。 

 

（３）支線の設定 

■設定・分類 

公共交通軸及び公共交通拠点を除く地域での、既存のバス路線などの維持を図り、最寄りの

公共交通拠点や鉄道駅までのアクセスを確保します。 

また、最寄りの生活交通拠点まで行くことができる移動手段を確保することが必要であるため、

公共交通軸上にある最寄りのバス停や駅、生活交通拠点までの路線を「支線」に設定します。 

 

■必要な機能 

支線については、公共交通軸及び公共交通拠点を除く郊外部や公共交通空白地域など交通

需要が少ないエリアを対象に、小型バスや乗合タクシー等の少量輸送により、幹線軸上にある最

寄りのバス停や駅までの交通手段の確保が求められます。 

さらに、地域の交通需要や生活に応じた輸送量、路線、運行ダイヤの設定、輸送方法の検討

のもと、日常生活において最低限必要な移動手段の確保が求められます。 
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（４）公共交通ネットワークの設定 

①鉄軌道交通 

 

 

 

 

＜求められる対応＞ 

鉄軌道については、定時性･速達性の優位性を活かしつつ利用者の維持・拡大を図るため、

乗り継ぎ機能の強化や高機能化の推進などが必要です。 

 

鉄軌道交通は、下図に示すとおりです。 

 

■鉄軌道交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共交通軸の中で鉄軌道は、定時性や速達性に優れ大量輸送も可能であることから、都市 

交通の骨格を形成する重要な交通軸として位置づけます。 
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②バス交通 

 

 

 

＜求められる対応＞ 

バス機能強化区間については、バスの定時性･速達性･運行頻度の確保などバス交通の利便性

向上と、バス交通の路線維持・存続を図るため、走行環境の改善や乗り継ぎ機能の強化を行うとと

もに、路線の見直しや運行ダイヤの調整についても検討が必要です。 

また、路線利用者の確保のため、沿線人口の確保についても検討が必要です。 

 

バス機能強化区間は、下図に示すとおりです。 

  

■バス機能強化区間のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通軸の中で、交通需要やバス運行頻度が多く、バスの定時性･速達性の確保などバス

交通の利便性向上の検討が必要な区間をバス機能強化区間として位置づけます。 



  

- 52 - 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

地
域
公
共
交
通
計
画
の
基
本
方
針 

第
７
章 

 

③公共交通ネットワークの設定 

 

 

 

市民・企業・交通事業者・行政の各主体の役割を明確にして、一体的に取り組むことで目指すべき

公共交通ネットワークを維持していきます。 

 

■目指すべき公共交通ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共交通拠点、公共交通軸及び支線の分類と、①鉄軌道交通と②バス交通への対応を踏まえて、  

目指すべき公共交通体系のイメージを下図に示します。 
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【参考】 公共交通サービス水準と都市機能誘導区域・居住誘導区域の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）路線バス運行間隔の算出について 

第 5回北部九州パーソントリップ調査に用いた公共交通データ（ナビタイム社[2019年 3月時点]作成）を 

もとに、平日の片側全日運行本数を 16時間（6：00～22：00）で除したもの。 

・64便/日･片側以上 ⇒ 概ね 1分～15分の間隔で運行している区間（赤実線） 

・32便/日･片側以上 64便/日･片側未満 

 ⇒ 概ね 16分～30分の間隔で運行している区間（青実線） 

・32便/日･片側未満 ⇒ 概ね 31分以上の間隔で運行している区間（緑実線） 

※国土地理院地図を使用 

市内の公共交通網と「北九州市立地適正化計画」にて設定している都市機能誘導区域並びに

居住誘導区域を以下に図示します。 

【都市機能誘導区域】：医療・商業棟の都市機能を拠点に誘導し集約することにより、 

これらの各種サービスの市民への効率的な提供を図る区域 

【居住誘導区域】  ：人口減少の中にあっても一定エリアにおいて人口密度を維持する 

ことにより、生活サービスやコミュニティが持続的に確保される  

よう、居住を誘導する区域 
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（５）道路交通軸の設定 

 

 

 

■設定・分類 

北九州市基本構想・基本計画（元気発進！北九州プラン）に示す交通･物流ネットワークの

交流軸によって結ばれている拠点及びその交流軸を基本に、自動車交通軸を設定します。 

■必要な機能 

広域交通や物流交通を担う自動車交通軸については、交流促進、物流効率化などを図る

ために速達性などの機能充実が求められます。 

さらに、バス交通やタクシーなどの安全かつ円滑な走行を可能とする道路環境の充実も  

求められます。自動車交通軸を整理すると、下図に示すとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）歩行者・自転車交通の方向性 

 

 

■基本的方向 

徒歩･自転車の利用促進を図るための歩行者・自転車交通の基本的方向として、小倉・  

黒崎の都心･副都心及び地域拠点については、交通施設及びその施設を中心とした地域に 

おいて、誰もが安全･快適に移動できるバリアフリーの移動空間を確保し、街なか･周辺市街地

については、安全で快適な歩行者･自転車利用環境を確保します。 

さらに、主な駅やバス停の周辺においては、駐輪施設を配置するなど公共交通機関へアク

セスしやすい利用環境を確保し、公共交通の利用促進を図ります。 

■自動車交通軸 

歩行者や自転車交通については、利用環境の方向性を示します。 

道路交通軸については、公共交通を支える道路環境の充実も踏まえ、自動車交通を基本とした

交通軸に位置づけます。 
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基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪地域公共交通計画の基本方針≫ 

本市が掲げる交通理念の実現に向け、公共交通の抱える課題解決に向けた取組みの視点と目指

すべき交通体系を踏まえて、４つの基本方針を策定します。 

目指すべき 

交通体系 

公共交通の抱える課題 

課題解決に 

向けた 

取組みの 

視点 

視点１ まちづくりと一体となった生活交通の確保 

視点２ 持続可能な公共交通体系の実現に向けたネットワークの再編 

視点３ 地域に応じた公共交通サービスレベル  

視点４ 各主体の役割の明確化と一体的な実践 

交通理念 
環境にやさしく安心して移動できるまちを目指して 

～ 使おう公共交通、かしこくマイカー利用 ～ 

■公共交通拠点 

(主要交通拠点,交通拠点, 
生活交通拠点) 

■公共交通軸 

(主要幹線軸,幹線軸) 

■支線 

■公共交通ネットワーク 
(①鉄軌道交通,②バス交通) 

■道路交通軸 

■歩行者・自転車交通 

公共交通を利用する需要の減少 

乗務員の不足と高齢化により路線維持が困難 

利便性の向上を図るサービスの充実 

新しい生活様式に対応したサービスの提供 

新型  

公共交通体系･ネットワークの再構築 

運行サービス水準の低下･公共交通空白地域の拡大 

ニーズに対応した運行サービスの充実 

自動車利用の増加・高齢者等の移動手段の確保 

道路走行性の改善・効率的な道路利用の実現 

持続可能な 
公共交通ネットワーク 
     の強化･充実  

公共交通を支える 
道路環境の充実 

利便性の向上・ 
環境にやさしい 

公共交通の利用促進 

誰もが使いやすい 
公共交通の実現 

基本方針 

■自動車交通軸 

■目指すべき公共交通ネットワーク 

実現 
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     交通施策と計画目標の設定 第 6章 
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第６章 交通施策と計画目標の設定 

６－１．交通理念の実現に向けた交通施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通理念の実現に向けて、地域公共交通計画では 4 つの基本方針に基づく 30 の交通施策

を設定し、推進していきます。 

なお、「公共交通幹線軸の強化」、「異なる事業者間の連携強化」、「交通結節機能の強化」、

「ＭaaSの推進」、「おでかけ交通の充実」などの 7施策を重点施策に設定しています。 

分類
★

重点
施策

施策の内容

1 公共交通幹線軸の強化 ★
コンパクト・プラス・ネットワーク型の都市構造を目指し、市内の拠点間を結ぶ幹線軸
の公共交通サービスを強化します。

2 拠点間ＢＲＴの推進
バス機能強化区間（小倉～黒崎間等）に連節バスを導入し、効率的な運行を目指すとと
もに、定時性・速達性を確保した拠点間のBRTを推進します。

3 幹線に接続するフィーダー路線の充実 ★
効率的で持続可能な公共交通ネットワークの形成に向け、最寄りの幹線に接続する
フィーダー路線の充実を図ります。

4 異なる事業者間の連携強化 ★
利便性が高く持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けて、異なる事業者間の連携
を強化し、利用者の利便性の向上や効率的な運行に取り組みます。

5 バス交通の相互連携による輸送の効率化の検討
利用者にとって利便性の高いバス交通の実現に向けて、バス事業者間が相互に連携して
運行サービスの提供を行うなどの検討を行います。

6 小型バスの運行による路線の維持・確保
利用者が少ないバス路線の輸送の効率化を図るため、車両の小型化を行うことで、効率
的な運行による路線の維持・確保を行います。

7 新規鉄軌道路線の検討
北九州空港アクセス鉄道、東九州新幹線等の新規鉄軌道路線の必要性などについて、今
後の社会状況等を注視しながら検討します。

8 交通結節機能の強化 ★
乗り継ぎ利用者の多い駅やバス停において、事業者間が連携し、快適に多様な交通サー
ビスを利用できる交通拠点となるように、交通結節機能を強化します。

9 駅前広場の整備、機能強化
主要な鉄道駅において、駅前広場の整備や改良を行い、交通拠点としての結節機能を高
めます。

10 鉄道連続立体交差化
ＪＲ折尾駅周辺の交通円滑化と市街地の一体化を図るため、鉄道を高架化を行うととも
に、交通結節機能の強化、にぎわいのあるまちづくりを一体化に推進していきます。

11 待合環境の整備
バス停に上屋やベンチ、広告付きバス停、スマートバス停などを整備し、利便性向上の
ための待合環境を改善します。また、交通拠点における待合所の整備などを推進しま
す。

12 タクシー利用環境の改善
街なかにおいて道路空間等を活用し、タクシー乗り場を設置するなど、タクシーの利用
環境の改善を検討します。

13 パーク＆ライド、サイクル＆ライドの推進
街なかでの駐車場確保や交通渋滞といった問題を解決し、環境にやさしい公共交通の利
用促進を図るため、パーク＆ライドやサイクル＆ライドの利用を促進します。

14 ＭａａＳの推進 ★
本市の地域特性に応じた北九州版MaaSの実現に向けて、チケットレス、キャッシュレ
スなどの取り組みを推進します。

15 割引サービスの導入
公共交通の利用促進のため、時間帯別や曜日別運賃割引、サブスクリプションなどの割
引運賃サービスを導入します。

16 エコドライブ・ノーマイカーデ―の推進、再配達の防止
エコドライブ・ノーマイカーの推進や再配達の防止を市民周知し、自動車によるCO₂排
出の削減を図ります。

17 次世代自動車の普及、多面的利用
地球環境に優しい次世代自動車（ハイブリッドを含む電動車）の積極的な普及を図ると
ともに、EV・FCVの蓄電機能を活用した災害時への備えを確保します。

18 自動運転サービスの社会実装化
自動運転サービスの社会実装の実現に向けて、地元企業等の技術を活用した実証実験、
産学連携による技術開発・共同研究等に取り組みます。

19 新たなモビリティの導入検討
公共交通を補完する新たな交通サービスとして、グリーンスローモビリティや超小型モ
ビリティ等の導入を検討します。

20 バリアフリー化の推進 ★
様々な障害のある方や高齢者、訪日外国人などの公共交通の利用環境を改善するため、
鉄道駅・バス停周辺・車両・案内表記などのバリアフリー化を進めます。

21 おでかけ交通の充実 ★
地域住民の交通手段を確保するため、地域住民、交通事業者、市がそれぞれの役割分担
の下で連携してジャンボタクシー等を運行しており、今後もおでかけ交通の充実を図り
ます。

22 高齢者の生活支援や社会参加、健康づくりによる外出支援
高齢者が年齢に関わりなく健康を維持し、住み慣れた地域で安心して生活を続けられる
ように、日常生活圏域での生活支援や社会参加、健康づくりのための取組みを推進しま
す。

23 モビリティマネジメントの実施
地域・学校・高齢者等を対象に「モビリティマネジメント」を実施し、徒歩・自転車・
公共交通への自発的な行動の変容を促します。

24 高齢者の運転免許証自主返納支援
高齢者の運転免許証自主返納支援のため、タクシー料金や飲食料金の割引等を行う運転
免許証自主返納サポーター制度や市営施設の一部を無料利用できる免許返納特典カード
制度を推進します。

25 災害対応の取組強化
交通事業者と行政が連携し、災害時の情報発信や運行情報を提供する仕組みなど、災害
時に対応するための取組みを強化します。

26 都市計画道路等の整備
都市の骨格を形成し、安全・安心な生活交通や公共交通を支えれる道路環境の充実を図
るため、都市計画道路等の整備を行います。

27 新規道路の整備
広域的な連携を支える道路として位置づけられた「下関北九州道路」の早期実現を目指
し、国に要望を行っていきます。

28 都市高速道路の利用促進
一般道路から都市高速道路への利用転換を促進し、一般道路の混雑緩和や環境負荷の軽
減を図ります。

29 自転車の活用推進
自転車通行空間ネットワークの形成、利用しやすい駐輪環境の形成、放置自転車対策の
推進、シェアサイクル事業の推進などに取り組みます。

30 バスレーンに関する啓発活動
バス専用レーンやバス優先レーンにおける、路線バスの定時性・速達性を高めるため、
啓発活動を実施します。
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６－２．交通理念の実現に向けた交通施策の枠組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 公共交通幹線軸の強化 ★
［１］ 幹線軸の強化 2 拠点間ＢＲＴの推進

3 幹線に接続するフィーダー路線の充実 ★
［２］ 支線の維持・充実 4 異なる事業者間の連携強化 ★

5 バス交通の相互連携による輸送の効率化の検討

［３］ 輸送の効率化・最適化による公共交通の再編 6 小型バスの運行による路線の維持・確保

7 新規鉄軌道路線の検討

8 交通結節機能の強化 ★
［１］ 交通結節機能の強化 9 駅前広場の整備、機能強化

10 鉄道連続立体交差化

［２］ 乗り継ぎ環境、待合環境の改善 11 待合環境の整備

12 タクシー利用環境の改善

［３］ 公共交通の利用促進 13 パーク＆ライド、サイクル＆ライドの推進

14 ＭａａＳの推進 ★
［４］ 北九州版 ＭａａＳの推進 15 割引サービスの導入

16 ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ･ﾉｰﾏｲｶｰﾃﾞｰの推進、再配達の防止

［５］ 新たなモビリティの導入検討 17 次世代自動車の普及、多面的利用

18 自動運転サービスの社会実装化

19 新たなモビリティの導入検討

［１］ 誰もが利用しやすい公共交通利用環境の整備 20 バリアフリー化の推進 ★
21 おでかけ交通の充実 ★

［２］ 高齢者が外出しやすい環境づくり 22 高齢者の生活支援や社会参加、健康づくりによる外出支援

23 モビリティマネジメントの実施

［３］ モビリティマネジメントの継続 24 高齢者の運転免許証自主返納支援

25 災害対応の取組強化

［４］ 災害対応の取り組み強化

26 都市計画道路等の整備

27 新規道路の整備

［１］ 道路・交通環境の充実 28 都市高速道路の利用促進

29 自転車の活用推進

30 バスレーンに関する啓発活動

★重点施策

基本方針 具体的な交通施策（３０施策）公共交通の抱える課題 交通施策の実施方針

環境にやさしく安心して移動できるまちを目指して ～使おう公共交通、かしこくマイカー利用～

①まちづくりと一体となった生活交通の確保 ②持続可能な公共交通体系の実現に向けたネットワークの再編

③地域に応じた公共交通サービスレベル ④各主体の役割の明確化と一体的な実践
課題解決に向けた取組みの視点

公共交通を利用する

需要の減少

乗務員の不足と高齢化

により路線維持が困難

利便性の向上を図る

サービスの充実

新しい生活様式に対応した

サービスの提供

新型 の感染拡大に

より厳しさを増す経営環境

公共交通体系 

ネットワークの再構築
持続可能な

公共交通ネットワーク

の強化 充実

公共交通を支える

道路環境の充実

利便性の向上・

環境にやさしい

公共交通の利用促進運行サービス水準の低下・

公共交通空白地域の拡大

ニーズに対応した

運行サービスの充実

誰もが使いやすい

公共交通の実現
自動車利用の増加・

高齢者等の移動手段の確保

道路走行性の改善・

効率的な道路利用の実現

交通理念

目指すべき交通体系
□公共交通拠点(主要交通拠点，交通拠点，生活交通拠点) □公共交通軸(主要幹線軸，幹線軸) □支線

□公共交通ネットワーク(鉄軌道交通・バス交通) □道路交通軸 □歩行者・自転車交通
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６－３．個別交通施策の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30の交通施策について、以下の形式で個別施策の概要を整理します。 

 

 

交通施策の主な目的、目指すべき姿などについて示すものです。 

 

 

交通施策の目的・ねらいに沿った具体的な事業項目及び事業内容などを 

記載します。 

 

 

交通施策の実施スケジュールとして、計画期間内での検討及び実施の時期

について、各年で計画し、その実施主体を明確にすることで、事業の確実

な推進を図っていきます。 

 

 

交通施策の評価目標として、計画期間最終年度における重要業績指標 

（ＫＰＩ）を設定し、計画の進捗・評価に活用します。 

概要 

施策内容 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 
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概要 

コンパクト・プラス・ネットワーク型の都市構造を目指すため、市内の拠点間を結ぶ幹線軸の公共

交通サービスを強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①公共交通幹線軸の強化 

公共交通幹線軸（概ね３０分に１本以上）のサービス水準を維持・強化するため、関係者が連携

して様々な施策に取り組むことで、幹線となる公共交通ネットワークを維持・強化していきます。 

②街なか居住の推進 

人口減少下において、公共交通ネットワークの維持・強化のため、立地適正化計画と連携し、街

なか居住を緩やかに誘導することで「コンパクトザウルス」型の都市構造を目指します。 

実施スケジュール 

 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

 

 

 
※国土交通省のマニュアルより算出 

 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

公共交通幹線軸の 

維持・強化 

 

     
交通事業者 

北九州市 

街なか居住施策の推進  
 

    
企業 

北九州市 

公共交通幹線軸周辺の交通利便性の 

高いエリアに居住している人口割合 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

７１．９％ ７２．０％ 

継続して実施 

継続して実施 

施策１：公共交通幹線軸の強化 

■目指すべき公共交通体系のイメージ ■「コンパクトザウルス」型の都市構造 

北九州市立地適正化計画より 
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概要 

バス機能強化区間において、一度に大量輸送が可能となる連節バスを導入し、効率的な運行を目指

すとともに、定時性・速達性を確保した、拠点間のＢＲＴを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①ＢＲＴの導入 

令和元年度より小倉～黒崎間（特快１番）や小倉～戸畑間（特快２５番）において連節バスを順

次導入し、また令和３年度には、新たに小倉～下曽根～恒見間の路線を開設しており、全体で１０

台体制により、主要幹線の運行の効率化を図ります。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

連節バスの運行 

・小倉～黒崎間 

・小倉～戸畑間 

 

     西鉄バス 

新規路線の導入 

・小倉～下曽根～恒見間 
    

 

 西鉄バス 

幹線の走行環境の整備 

 
     北九州市 

連節バス乗降客数（１カ月間） 

（４月時点） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

６万５千人 １０万人 

施策２：拠点間ＢＲＴの推進 

■拠点間ＢＲＴの導入路線 

連節バス利用状況（南小倉駅前バス停） 

ＢＲＴの運行（連節バス７台） 

ＢＲＴの運行（連節バス３台） 

走行環境の整備 

路線開設 

苅田町 

中間市 

水巻町 

連節バス走行状況（恒見営業所） 
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概要 

効率的で持続可能な公共交通ネットワークの形成に向けて、最寄りの幹線に接続するフィーダー路

線の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①幹線に接続するフィーダー路線の充実 

市内のバス路線は、運行距離の長い系統も多く、多くのバスが街なかに乗り入れることで、非効

率が生じ、定時性・速達性の低下につながっています。また、近年の運転手不足も深刻となってい

ます。 

このため、幹線に繋がる、支線のフィーダー路線を充実していくことにより、運行系統の整理・

統合を進め、サービス水準を維持するための効率的な運行を目指します。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

幹線に接続する 

フィーダー路線の充実 
 

 
    

交通事業者 

北九州市 

幹線に接続するフィーダー路線の開設 

（令和２年度を基準） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

＋２地区 ＋４地区 

施策３：幹線に接続するフィーダー路線の充実 

■フィーダー化のイメージ 

継続して実施 

主要交通拠点

主要交通拠点

居住誘導区域

住宅地

郊外の住宅地

本数や運行時間
の見直しによる
効率的な運行

(交通拠点･生活交通拠点)

バス機能強化区間

路線の見直し

路線の見直し

フィーダー路線の
導入・検討

乗継ポイント

連節バスの導入

乗継環境
の改善

地域の実情に
応じたバス

ネットワーク
の導入・検討

市街化区域

住宅地

病院など

スーパーなど
の商業施設

乗継ポイント

乗継ポイント

バスと軌道と
の連携強化

郊外の住宅地

フィーダー路線の
導入・検討

郊外の住宅地

フィーダー路線の
導入・検討 主要交通拠点

主要交通拠点

乗継ポイント

乗継ポイント

・フィーダー路線
・おでかけ交通 など

・フィーダー路線
・おでかけ交通 など

・フィーダー路線
・おでかけ交通 など

主要駅、街なか 乗継ポイント 

フィーダー路線 主要幹線 
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概要 

利便性が高く持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けて、異なる事業者間の連携を強化し、

利用者の利便性の向上や効率的な運行に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

施策内容 

①ＪＲとバスとの連携強化 

令和元年１１月にＪＲ九州と西鉄バス北九州が連携協定を締結し、令和２年３月に連携第１弾と

して下曽根連携モデルを開始しました。相互に連携して時刻表の案内を行うなど、乗り継ぎ利便性

の向上に向けた取組みを行っています。引き続き、第２弾、第３弾の連携を進めていきます。 

②モノレール・筑豊電鉄とバスとの連携 

バス交通や鉄軌道などの公共交通事業者間の相互の連携により、利用者にとって利便性の高い公

共交通ネットワークの構築を目指します。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

鉄道とバスとの連携 

 

     交通事業者 

モノレール・筑豊電鉄 

とバスとの連携 
    

 
 交通事業者 

異なる事業者間の連携地区数 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

２地区 ５地区 

連携 

鉄軌道 バス 

連携 

■ＪＲ九州と西鉄バス北九州「下曽根連携モデル」（Ｒ２．３開始） 

バス車内にＪＲ運行情報 駅構内にバスロケ 

■バス交通と鉄軌道との連携 

施策４：異なる事業者間の連携強化 

継続して実施 

継続して実施 

■鉄道とバスの連携イメージ 

目的地 バスから鉄道へ 
乗継ぎ 

居住地 
最寄りバス停 

目的地 
最寄りバス停 

目的地 
最寄り駅 

駅前 
バス停 

居住地 

鉄道駅 鉄道駅 

渋滞 



 

- 63 - 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

交
通
施
策
と
計
画
目
標
の
設
定 

第
７
章 

 

 

概要 

利用者にとって利便性の高いバス交通の実現に向けて、バス事業者間が相互に連携して運行サービ

スの提供を行うなどの検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①相互連携の推進 

市内を運行する西鉄バスと市営バスでは、一部で連携した運行サービスを提供していますが、重

複して運行されている路線もあります。今後、持続可能なバスネットワークを構築するために、輸

送の効率化が必要であり、路線再編の検討や同一サービスの提供（共通定期券の導入や IC カード

による乗継割引サービスの導入）等の検討を進めていきます。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

運行の見直し検討 
 

     
西鉄バス 

市営バス 

同一サービスの提供  

 
    

西鉄バス 

市営バス 

バス事業者間の相互連携に関する協議 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年 1回以上 年１回以上（継続実施） 

■市内のバス交通の運行エリア 

運行の見直しを検討 

継続して実施 

施策５：バス交通の相互連携による輸送の効率化の検討 
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概要 

利用者が少ないバス路線の輸送の効率化を図るため、車両の小型化を行うことで、効率的な運行に

よる路線の維持・確保を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①車両の小型化による路線維持 

郊外部を運行する路線バスの中でも、特に利用者が少ないバス路線については、輸送が非効率に

なっている路線もあり、安定的な輸送サービスの提供に影響を及ぼしているケースもあります。 

そこで、バスネットワークを再編する際、利用者が少ない支線については、効率的な運行のため

に、車両の小型化を行い、路線の維持・確保を行います。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

小型バスの導入  
 

    
交通事業者 

北九州市 

小型バスの利用促進の取組み 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年 1回以上 年１回以上（継続実施） 

施策６：小型バスの運行による路線の維持・確保 

■小型バス（フィーダー化）導入の取組み 

継続して実施 

マイクロバス 小型バス 

駅・街なか 

交通結節点 
小型バス 
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概要 

北九州空港アクセス鉄道、東九州新幹線等の新規鉄軌道路線の必要性などについて、今後の社会状

況等を注視しながら検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①北九州空港アクセス鉄道 

北九州空港のアクセス利便性向上のため、航空需要の回復に努めつつ、鉄道アクセスの必要性等

について調査・検討します。 

 ②東九州新幹線 

東九州新幹線鉄道は、北九州市を起点（分岐点）とした早期実現に向けて、「東九州新幹線鉄道

建設促進期成会」等と連携し、国に対して要望活動を実施します。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

北九州空港アクセス鉄道 

に関する調査・検討 

 

     北九州市 

東九州新幹線に関する 

国への要望活動 
     

 
北九州市 

要望活動の実施 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年３回以上 年３回以上（継続実施） 

施策７：新規鉄軌道路線の検討 

■北九州空港アクセス鉄道ルート検討図 ■東九州新幹線の要望ルート図 

必要性の調査・検討 

要望活動を実施 

東九州新幹線

博多

新鳥栖

熊本

新八代

鹿児島中央

長崎
大分

新下関

松江

岡山

高松

高知

新大阪

敦賀

金沢

福井

諫早

武雄温泉

小倉
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概要 

乗り継ぎ利用者の多い駅やバス停において、事業者間が連携することで、快適に多様な交通サービ

スを利用できる交通拠点となるように、交通結節機能を強化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①交通拠点における乗り継ぎ環境改善：三萩野駅、折尾駅等 

  三萩野駅や折尾駅など乗り継ぎ利用者の多い駅において、異なる事業者間が連携し、乗り継ぎ情

報の案内表示や発着時刻の調整、利便施設の整備、誘導サインの整備を行うなど乗り継ぎ環境の改

善に取り組みます。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

交通拠点（駅）での 

乗り継ぎ環境整備 
    

 
 

交通事業者 

北九州市 

交通結節機能の 

強化（改善）箇所数 

（令和２年度を基準） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

＋１箇所 ＋４箇所 

施策８：交通結節機能の強化 

■モノレール三萩野駅にバス停時刻案内情報を表示 

継続して実施 

※駅構内掲出のバス乗り場案内 

✓多様な交通サービス 

✓待ち時間の短縮化 

✓わかりやすい動線 

交通結節機能 

※案内モニター画面 

■JR下曽根駅にバス停時刻案内情報を表示 

※案内モニター画面 

※駅構内の路面案内サイン 
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概要 

主要な鉄道駅において、駅前広場の整備や改良を行い、交通拠点としての結節機能を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①駅前広場の整備：折尾駅 

  折尾地区では、学園都市の玄関口にふさわしい地域拠点として再整備するため、「折尾地区総合

整備事業」を進めています。その取組みの一つとして、ＪＲ折尾駅周辺の鉄道高架化と合わせて駅

前広場を整備することにより、交通結節機能を強化し、バスやタクシーなどの公共交通をはじめと

する交通機関のアクセス性を高めます。 

②駅前広場の改良による機能強化：下曽根駅、戸畑駅、門司駅など 

   乗り継ぎ利用者が多い駅前広場において、バスの待機スペースの確保による効率的な運行や、誘

導サイン等による交通混雑の改善などにより、定時性の確保や利便性向上を図り、広域的な交通結

節機能を強化します。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

駅前広場の整備 

（折尾駅） 
   

 

  
交通事業者 

北九州市 

駅前広場の改良による 

機能強化の検討 
  

 
   

交通事業者 

北九州市 

駅前広場の整備・改良 

箇所数（駅数） 

（令和 2年度を基準） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

＋２箇所（整備中） ＋５箇所 

施策９：駅前広場の整備、機能強化 

検討・改良工事 

北側駅前広場 南側駅前広場 

■折尾駅北口駅前広場（イメージ） ■城野駅 駅前広場 
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概要 

ＪＲ折尾駅周辺の交通円滑化と市街地の一体化を図るため、鉄道の高架化を行うとともに、交通結

節機能の強化、にぎわいのあるまちづくりを一体的に推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①折尾駅周辺連続立体交差事業：鹿児島本線、筑豊本線など 

  折尾駅周辺の鉄道を高架化することで、踏切除去による交通渋滞の解消、市街地の一体化を図り

ます。あわせて、駅前広場の整備を行い公共交通機関相互の乗り継ぎ利便性の向上を図ります。 

  連続立体交差事業を核として、折尾駅周辺のバス停整備、案内板整備、歩道のバリアフリー化な

どの事業をパッケージ化して展開し、住みやすく、魅力的で、にぎわいのあるまちづくりを進めま

す。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

折尾駅周辺 

連続立体交差事業 

  
    

ＪＲ九州 

北九州市 

鉄道連続立体交差事業 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

事業中 供用（Ｒ６事業完了） 

施策１０：鉄道連続立体交差化 

■折尾駅周辺連続立体交差事業を核とした事業のパッケージ化 

 
北口駅前広場 

新駅舎の整備 案内板の整備 

広告付バス停の整備 歩道のバリアフリー化 

南口駅前広場 

折尾駅周辺 
連続立体交差事業 

供用 短路線切替 
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概要 

バス停に上屋やベンチ、広告付きバス停、スマートバス停などを整備し、利便性向上のための待合

環境を改善します。また、交通拠点における待合所の整備などを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

 ①バス停における待合環境の改善 

   バス機能強化区間で、利用者が多いバス停や交通結節点のバス停において、上屋、ベンチ、照明

等を整備し、待合環境を改善します。また、街の景観にも配慮した上で、広告付きバス停の整備に

も取り組みます。  

都心部の主要バス停などにおいてバス待ちのイライラなどを解消するために、バスの到着時刻等

の情報を利用者に提供するバスロケーションシステムを導入します。 

バス停周辺の商店や公共施設との連携も視野に入れて、交通拠点における乗り継ぎの負担を軽減

できるように、快適なバス待ちスペースの確保を進めます。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

バス停待合環境整備   

 
   

交通事業者 

北九州市 

交通拠点（駅） 

待合環境整備 
 

 
    

交通事業者 

北九州市 

待合施設整備箇所数 

（令和２年度を基準） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

＋０箇所 ＋３箇所 

施策１１：待合環境の整備 

継続して実施 

継続して実施 

※魚町バス停（上屋・ベンチ・バスロケーションシステム付） 

■バス停の待合環境整備 

※乗り継ぎ施設における待合所（イメージ） 
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概要 

タクシー需要の多い街なかにおいて、道路空間等を活用し、タクシー乗り場を設置するなど、タク

シーの利用環境の改善を検討します。また、駅前広場の整備に合わせて安全で快適なタクシーの乗り

場環境の整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①街なかのタクシー乗り場整備 

  道路空間等を活用した乗り場整備など、タクシー利用環境の改善を検討します。 

 ②駅前広場内のタクシー乗り場整備 

  駅前広場の整備や改良と合わせて、安全で快適なタクシー乗り場の整備を行います。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

街なかの 

タクシー乗り場 

 
     

交通事業者 

北九州市 

駅前広場における 

タクシー乗り場の整備 
      

交通事業者 

北九州市 

駅前広場における 

タクシー乗り場環境の整備 

（令和２年度を基準） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

＋１箇所 ＋４箇所 

施策１２：タクシー利用環境の改善 

■街なかの道路空間等を活用したタクシー乗り場 

継続して実施 

継続して実施 

小倉北区（魚町） 小倉北区（平和通り） 

■駅前広場内のタクシー乗り場整備 

門司区 

（門司駅前） 
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概要 

街なかでの駐車場所確保や交通渋滞といった問題を解決し、環境に優しい公共交通の利用促進を図

るため、郊外の駅で自動車から鉄道などに乗り換えて、街なかまで行くパーク＆ライドの利用を促進

します。併せて、自転車と公共交通の組み合わせによるサイクル＆ライドの利用も促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①パーク＆ライドの推進 

  市街地の外縁部の駐車場に自家用車を駐車し、公共交通に乗り換えて、通勤やイベント時の渋滞

緩和に寄与するパーク＆ライドを推進します。 

 ②サイクル＆ライドの推進 

街なかにある自転車利用の需要が多い鉄道駅やバス停などに駐輪スペースを設けて、公共交通へ

の乗り継ぎの利便性を向上します。また、自転車利用のルールやマナー向上の啓発イベントを実施

して、自転車利用を促進します。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

パーク＆ライド 

の推進 

 
     

交通事業者 

北九州市 

サイクル＆ライド 

の推進 
      

交通事業者 

北九州市 

パーク＆ライド 

駐車場箇所数 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

２０箇所 前年度水準を維持（毎年度） 

施策１３：パーク＆ライド、サイクル＆ライドの推進 

継続して実施 

継続して実施 

モノレール基地駐車場（企救丘） 
パーク＆モノライド 

パーク＆ライド（筑豊電気鉄道） 
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概要 

本市の地域特性に応じた北九州版 MaaS の実現に向けて、チケットレス、キャッシュレスなどの取

組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①北九州版ＭａａＳの推進 

  新たなモビリティサービスであるＭａａＳの活用により、公共交通の利用促進を図るとともに、

地域の活性化に向け、交通事業が相互に連携して本市の地域特性に応じた「北九州版ＭａａＳ」の

実現に向けた取組みを進めていきます。 

  また、ＭａａＳの推進により、観光と移動のニーズを組み合わせたサービスの提供などの観光施

策との連携にも取り組みます。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

北九州版 

ＭａａＳの推進 

 
     

交通事業者 

北九州市 

ＭａａＳアプリによる 

デジタル券の販売実績 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

１件 ６件 

施策１４：ＭａａＳの推進 

サービスの提供 

スマートフォンのアプリを活用してキャッシュレス決済を推進 

デジタルチケット 

JR九州・西鉄バスのマイルートによる連携 様々な乗り物をシームレスに乗り継げるシステムを導入 

デジタル券（ＭａａＳ） 
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概要 

公共交通の利用を促進するため、時間帯別や、曜日別運賃割引、サブスクリプションなどの割引運

賃サービスを導入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①割引サービスの導入 

  新たな運賃割引サービスとして、時間帯や曜日で料金を変える「ダイナミックプライシング」を

導入するなど、公共交通の利用促進につながるサービスの展開の検討を行います。 

また、タクシーなどにおいて、需要に応じた一括定額運賃などの「サブスクリプション」などに

ついても導入を検討します。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

割引サービスの導入 
 

     
交通事業者 

北九州市 

新たな割引サービスの導入 

（令和２年度を基準） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

＋１件 ＋５件 

施策１５：割引サービスの導入 

新たな割引サービスの提供 

割引サービスの導入検討 

土休日家族割引サービス（市営バス） 

昼間帯割引サービス（筑豊電鉄） 

おひるのグランドパス（西鉄バス） 
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概要 

エコドライブ・ノーマイカーデーの推進や再配達の防止を市民周知し、自動車による CO₂排出の削

減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①エコドライブの推進 

   エコドライブの方法や効果を解説する出前講演、市 HP による広報、職員による率先実行（公用

車へのステッカーの掲示）などにより、エコドライブの普及啓発を図ります。 

②ノーマイカーデーの実施 

  毎週水曜日、金曜日を「ノーマイカーデー」として市民等へ広報を行い、過度のマイカー利用を

抑制し、公共交通機関への利用転換を促し、自動車からの CO2排出の削減を目指します。 

③再配達の防止 

  環境大臣をチーム長とする「COOL CHOICE 推進チーム」が取り組んでいる再配達防止に向けた

キャンペーンに賛同するとともに、市として PR 動画などを作成して、広く周知啓発を行います。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

 

 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

エコドライブの推進 

ノーマイカーデーの実施 

再配達の防止 

 
     

市民・企業 

北九州市 

エコドライブ 

賛同企業 

現況値（Ｒ２） 目標値（Ｒ８） 

102社 前年度水準を維持(毎年度) 

ノーマイカーデー 

賛同企業 

現況値（Ｒ２） 目標値（Ｒ８） 

83社 前年度水準を維持(毎年度) 

施策１６：エコドライブ・ノーマイカーデーの推進、再配達の防止 

継続して実施 

ノーマイカーデーＰＲチラシ 

再配達防止 PR動画 

エコドライブステッカー 



 

- 75 - 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

交
通
施
策
と
計
画
目
標
の
設
定 

第
７
章 

 

 

概要 

地球環境に優しい次世代自動車（ハイブリッドを含む電動車）の積極的な普及を図るとともに、

EV・FCV の蓄電機能を活用した災害時への備えを確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①次世代自動車の導入補助 

  燃料電池自動車（FCV）を市内に普及させるため、FCV 及び外部給電器導入の一部助成を行いま

す。 

 ②公用車への次世代自動車の導入 

   特殊車両を除く全ての公用車について、更新の際には、本庁舎等の充電設備の整備状況を踏まえ

ながら、原則、次世代自動車の導入を目指します。 

③燃料電池自動車、電気自動車を活用した災害時等の非常用電源確保 

   本市は、九電グループと日産自動車グループの 3 者で、「災害対応力の強化」と「脱炭素社会の

実現」を目指した SDGs 連携協定を締結しており、同協定に基づき、電気自動車の蓄電機能を活用

して、避難所等における災害時の非常用電源を確保します。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

※1：「次世代自動車振興センター提供データ」を元に推計 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

次世代自動車の導入 

エコドライブの推進 

 
     

交通事業者 

北九州市 

市内のＥＶ・ＰＨＶ・ＦＣＶの導入 
現況値（Ｒ1） 目標値（Ｒ１２） 

２，３７６台（※１） 約５万台 

施策１７：次世代自動車の普及、多面的利用 

実施 

燃料電池自動車からキッチンカーへの 

給電デモを実施 

SDGs連携協定の締結（オンライン開催） 
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概要 

自動運転サービスの社会実装の実現に向けて、地元企業等の技術を活用した実証実験、産学連携 

による技術開発・共同研究等に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①自動運転サービスの社会実装化 

  交通事業者を含む企業、大学、本市で構成する「北九州自動運転推進ネットワーク」の活動にお

いて、地元企業等の技術を活用した実証実験、産学連携による技術開発・共同研究等を実施し、 

本市における自動運転サービスの早期の社会実装化を目指します。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

自動運転サービスの 

社会実装化 

 
     

企業・交通事業者 

大学・北九州市 

北九州自動運転推進 

ネットワークの開催回数 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年２回以上 年２回以上（継続実施） 

西鉄バス 自動運転バス（実証実験） 

交通事業者 

企  業 大  学 

北九州自動運転 

推進ネットワーク 

北九州市 

施策１８：自動運転サービスの社会実装化 

継続して実施 

実証実験（JR朽網駅～北九州空港約 10.5km） 
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概要 

公共交通を補完する新たな交通サービスとして、グリーンスローモビリティや超小型モビリティ等

の導入を検討します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①グリーンスローモビリティの導入検討 

  門司港レトロ地区や東田地区などの観光地や、末端のバス停から自宅までのラストワンマイルな

どに活用が期待されるグリーンスローモビリティ※の導入について、検討を行います。 

  ※電動かつ時速２０km 未満で公道を走る４人乗り以上のパブリックモビリティ 

②超小型モビリティ等の導入検討 

  超小型モビリティは、環境性能に優れ、コンパクトで手軽に扱える車両であり、観光地での周遊

や、街なかでの近距離移動、中山間地域などの高齢者の移動などに活用できる可能性があるため、

シェアリングサービスの可能性なども含めて導入の検討を行います。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

グリーンスローモビリティ 

の導入検討 
  

 

   
企業・交通事業者 

北九州市 

超小型モビリティ等の 

導入検討 
    

 

 
企業・交通事業者 

北九州市 

新たなモビリティの 

導入検討（実証実験） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年 1回以上 年１回以上（継続実施） 

施策１９：新たなモビリティの導入検討 

■グリーンスローモビリティの実証実験 ■超小型モビリティ等の導入検討 

調査・導入検討 

調査・導入検討 

門司港地区（R2.11、みなとオアシス門司港） 

東田地区（R3.4～、Art for SDGs） 

※国土交通省 HP 
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概要 

様々な障害のある方や高齢者、訪日外国人などの公共交通の利用環境を改善するため、鉄道駅・バ

ス停周辺・車両・案内表記などのバリアフリー化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①駅のバリアフリー化 

  高齢者や、体の不自由な方等の移動の円滑化に向けて、鉄軌道の主要駅においてエレベーターや

多目的トイレの設置、内方線付き点状ブロックの整備などを行い、バリアフリー化を進めます。 

②車両のバリアフリー化 

  だれもが利用しやすい公共交通に向けて、ノンステップバスやユニバーサルデザインタクシー、

低床式の LRT 車両を導入し、車両のバリアフリー化を進めます。 

③案内表記のバリアフリー化 

  駅名の多言語化やナンバリング化による案内表示、イラストや大きな文字での案内表示など分か

りやすい表記を促進し、訪日外国人や高齢者，障害者など、だれもが分かりやすい案内表記のバリ

アフリー化を進めます。 

④子育て支援のバリアフリー化 

   妊婦の方や幼児連れの方が利用しやすい公共交通に向けて、ベビーカーコーナーの設置やマタニ

ティシールなどを推進し、子育て支援のバリアフリー化を進めます。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

バリアフリー化の推進     
 

 
交通事業者 

北九州市 

バリアフリーの取組みに関する周知・啓発 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年 1回以上 年 1回以上（継続実施） 

施策２０：バリアフリー化の推進 

継続して実施 

車椅子・ベビーカー優先スペース スマートバス停 

エレベーター（JR折尾駅） ユニバーサルデザイン（UD）タクシー 

多言語化及び 

ナンバリング化、 

ピクトグラム表記等 

低床式 LRT車両（筑豊電鉄） 
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概要 

一定の人口が集積する公共交通空白地域において、地域住民の交通手段を確保するため、地域住民、

交通事業者、市がそれぞれの役割分担のもとで連携してジャンボタクシー等を運行しており、今後も

おでかけ交通の充実を図っていきます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①おでかけ交通事業 

  現在、市内７地区において定路線型、２地区において自由経路型のおでかけ交通を運行しており、

路線維持のため、定期券・回数券の新規販売地区の拡大、チラシによる啓発、既存バス路線との結

節を行っています。 

また、利便性向上に向け、利用状況に応じた柔軟なルートやダイヤの見直しを行います。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

おでかけ交通事業 
 

     
市民・交通事業者 

北九州市 

おでかけ交通の利用促進の取組み 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年 1回以上 年 1回以上（継続実施） 

施策２１：おでかけ交通の充実 

継続して実施 

■枝光地区 
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概要 

高齢者が年齢に関わりなく健康を維持し、住み慣れた地域で安心して生活を続けられるよう、日常

生活圏域での生活支援や社会参加、健康づくりのための取組みを推進します。 

 

 

 

      

 

 

 

 

【参考】 

        

 

 

 

 

主な施策内容 

①生活支援（買い物応援ネットワーク） 

  まちづくり協議会や自治区会などが主体となって、交通手段の乏しい地域などで、朝市や移動販

売、移動支援などの買い物支援を行っています。 

②社会参加（高齢者サロン） 

  高齢者がいきいきと暮らすための地域の活動の場として、地域住民が主体となって運営し、高齢

者であれば誰でも参加できる地域交流の場として、体操や運動、茶話会、レクリエーションなど、

幅広い活動を行っています。 

③健康づくり（地域で GO!GO! 健康づくり） 

  市民センター等を拠点として、市民が主体となって地域の健康課題について話し合い、目標設定、

計画づくり、実践、事業評価を一つのサイクルとし、まちづくり協議会や健康づくり推進員の会、

医療機関・栄養士会・行政（保健師等）が連携して健康づくり事業を行っています。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

高齢者の生活支援、 

社会参加、健康づくりの推進 
     

 
市民・保健福祉事業者 

北九州市 

高齢者地域交流支援

通所事業の実施 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

５０会場 

３，３３０回 

５０会場 

４，５００回 

移動手段確保の取組み 

『公共交通空白地域』 

での生活交通の確保 など 

～高齢者の外出支援～ 

高齢者福祉の取組み 

 生活支援、社会参加 

健康づくり 

施策２２：高齢者の生活支援や社会参加、健康づくりによる外出支援 

継続して実施 

生活支援 

買い物応援ネットワーク 

        など 

社会参加 
高齢者サロン 

高齢者の生きが

いづくり など 

健康づくり 
地域で GO!GO!健康づくり 

高齢者の健康づくり支援 

        など 

～高齢者福祉の取組～ 
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概要 

地域、学校、高齢者等を対象に「モビリティマネジメント」を実施し、徒歩、自転車、公共交通へ

の自発的な行動の変容を促します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①高齢者モビリティマネジメント 

  市民センターや社会福祉協議会、老人クラブ等の会合に出向き、①高齢者の交通事故の現状、②

公共交通を利用し歩くことの健康面への効果、③運転免許証の自主返納手続き、④交通事業者が実

施する高齢者割引等の説明を行い、交通行動の変容を促します。 

②学校モビリティマネジメント 

   市内小学校を対象に、地球にやさしく望ましい交通行動や地球温暖化問題などに関する出前授業

を行い、児童を通じて保護者の交通行動の変容を促し、公共交通の利用促進を図ります。また、小

学生を対象とするバスの乗り方教室を実施して、バスの利用促進を図ります。 

③公共交通マップの作成 

   市民や来訪者にとって分かりやすい公共交通情報を提供するため、交通事業者と連携し、鉄道、

路線バス、おでかけ交通等の運行路線を明示した市内全域の公共交通マップを作成し、公共交通の

利用促進を図ります。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

モビリティマネジメント

の実施 
   

 
  

市民・交通事業者 

北九州市 

公共交通マップ 

の作成 
  

 
   

交通事業者 

北九州市 

モビリティマネジメント 

出前講演開催回数 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年３回以上 年３回以上（継続実施） 

学校モビリティマネジメント 

高齢者モビリティマネジメント 

公共交通マップ 

継続して実施 

継続して実施 

施策２３：モビリティマネジメントの実施 
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高齢者運転シミュレーター体験教室 

 

概要 

高齢者の運転免許証自主返納支援のため、タクシー料金や飲食料金の割引等を行う運転免許証自主

返納サポーター制度や市営施設の一部を無料利用できる免許返納特典カード制度を推進します。 

 また、運転シミュレーター体験教室では、自身の身体機能や認知機能の状態を確認できます。                          

施策内容 

①運転免許証自主返納サポーター制度 ／ ②免許返納特典カード制度（令和 4年度までのモデル事業） 

  運転免許証を自主返納した高齢者に対し、①民間事業者が料金割引等の支援を行う自主返納サ

ポーター制度や、②市営施設の一部を１年間、６回無料利用できる免許返納特典カード制度を運用

し、高齢者の免許返納を支援します。 

③高齢者運転シミュレーター体験教室（北九州交通公園内外） 

運転シミュレーターを体験することで、現在の身体機能や認知機能の状態を確認できます。   

実際に運転する際の注意事項を確認してもらい、今後の安全運転の継続や、運転免許証自主返納

について考えるきっかけとして役立てていただきます。 

 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

運転免許証自主返納 

の支援 
   

 
  

北九州市 

民間事業者 

高齢者運転シミュレーター体験教室 

開催回数（北九州交通公園内外） 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年１０回以上 年１０回以上（継続実施） 

施策２４：高齢者の運転免許証自主返納支援 

 
継続して実施 
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概要 

交通事業者と行政が連携し、災害時の情報発信や運行情報を提供する仕組みなど、災害時に対応す

るための取組を強化します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①スマートバス停を活用した災害情報の発信 

  スマートバス停を活用して、バスの現在地や遅延理由などをリアルタイムに表示するだけでなく、

災害時に重要なお知らせを発信するなどの災害対応の取組を推進します。 

➁九州のりもの infoによる情報サービスの提供 

   国土交通省により、災害や事故等による公共交通事業者の遅延や運行見合わせなどの運行情報を

提供するサービスで、スマートフォンからも随時、閲覧することができます。 

実施スケジュール 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

災害時の情報発信 

に関する連携強化 
 

 
    

交通事業者 

国・北九州市 

九州のりもの info 等の交通に関する 

情報発信ツールの周知・啓発 

現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年 1回以上 年 1回以上（継続実施） 

 

施策２５：災害対応の取組強化 

継続して実施 

九州のりもの infoによる情報サービスの提供 （※総務省 HP） 

スマートバス停を活用した災害情報等の提供 
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概要 

都市の骨格を形成し、安全・安心な生活交通や公共交通を支える道路環境の充実を図るため、都市

計画道路等の整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①広域道路ネットワークの構築 

  都市の強靭化に資する重要物流道路をはじめとした、物流・人流を支える広域道路ネットワーク

の構築のため、都市計画道路等の整備を着実に進めます。 

実施スケジュール 

 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

都市計画道路等の整備   
 

   北九州市 

広域道路ネットワークの供用率 
現況値（Ｒ２） 目標値（Ｒ８） 

９５．６％ ９７％（Ｒ５目標） 

施策２６：都市計画道路等の整備 

継続して実施 

（都）大門木町線 

（都）折尾中間線 

国道 3号黒崎ﾊﾞｲﾊﾟｽ 

（春の町ランプ整備箇所） 

戸畑枝光線イメージＣＧ 

（枝光出入口付近） 

※北九州市道路整備中長期計画より 

■広域道路ネットワーク 
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概要 

下関北九州道路は、本州と九州を繋ぐ新たな幹線道路ネットワークを担い、また関門地域を一体化

する都市間の広域的な連携を支える道路として位置づけられており、早期実現を目指し、国に対して

要望を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

施策内容 

①下関北九州道路の早期実現 

  関門地域の連携強化を図り、本州と九州を結ぶ大動脈として、産業・経済等の活性化に寄与する

とともに、災害に備えた代替機能を確保するために必要な「下関北九州道路」の早期実現を目指し

ます。 

 

実施スケジュール 

 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

下関北九州道路の 

早期実現向けた要望・調査 
    

 
 北九州市 

要望活動の実施 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年２回以上 年２回以上（継続実施） 

施策２７：新規道路の整備 

要望活動・検討調査の実施 

関門海峡 

下関市 

北九州市 

門司港 

小倉 

■下関北九州道路位置図 
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概要 

一般道路から都市高速道路への利用転換を促進し、一般道路の混雑緩和や環境負荷の軽減を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①ETC割引サービスの実施と様々な媒体を活用した情報発信 

  日祝日や夜間早朝、土曜日など利用形態に応じた ETC 各種割引サービスを実施し、都市高速道路

の利用促進を図ります。また、都市高速の JCT や出入り口を分かりやすく紹介する道路案内図(ス

イスイマップ)を配布するほか、民間が発行する情報誌に、ファミリー層や新規免許取得者に向け

た都市高速の案内などを掲載するとともに、ホームページや SNS 等を活用して情報を発信し、利用

促進に取り組みます。 

実施スケジュール 

 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

  

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

情報発信の実施    
 

  
福岡北九州高速道路公社 

北九州市 

民間が発行する情報誌への情報掲載 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年２回 年２回（継続実施） 

小倉のまちの中心部を通る北九州都市高速道路 

施策２８：都市高速道路の利用促進 

継続して実施 

「わくわく課外授業」 

（ファミリー向け） 

「SAFETY DRIVE」 

（新規免許取得者向け） 
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概要 

令和３年１月に策定した北九州市自転車活用推進計画に基づき、自転車通行空間ネットワークの形

成、利用しやすい駐輪環境の形成、放置自転車対策の推進、シェアサイクル事業の推進などに取り組

みます。 

施策内容 

①自転車通行空間ネットワークの形成 

  市内 13 の整備拠点について、自転車
ネットワーク計画を策定し、自転車通行空
間の整備を推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③放置自転車対策の推進 

自転車放置禁止区域の指定や放置自転車
の撤去、駐輪ルールに関する広報・啓発を
継続的に実施します。 

②利用しやすい駐輪環境の形成 

  ニーズや利用特性に応じた駐輪施設の整備
や市営有料自転車駐車場の利便性向上を推
進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④シェアサイクル事業の推進 

公共交通の機能補完やまちの回遊性に寄与
するなど、多様な用途への活用を可能にし
ます。

 

 

 

 

 

実施スケジュール 

 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

北九州市自転車活用推進

計画の推進 

 

  
 

  北九州市 

自転車ネットワーク計画に基づく 

自転車通行空間の整備延長 

現況値（Ｒ２） 目標値（Ｒ８） 

３６ｋｍ ６５ｋｍ 

施策２９：自転車の活用推進 

計画の推進 
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概要 

バス専用レーンやバス優先レーンにおける、路線バスの定時性・速達性を高めるため、啓発活動を

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策内容 

①バスレーン利用ルール遵守のための啓発活動 

  本市には全長約 54ｋｍのバスレーン規制区間（専用約 33ｋｍ、優先約 21ｋｍ）があります。 

バス輸送の効率化・円滑化を図り、安全で快適な走行環境を確保するため、バスレーンに関する 

啓発活動を行います。 

実施スケジュール 

 

ＫＰＩ（重要業績指標） 

 

 

実施内容 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 実施主体 

バスレーンに関する 

啓発活動の実施 
    

 
 

交通事業者 

福岡県警 

北九州市 

啓発活動の実施 
現況値（Ｒ３） 目標値（Ｒ８） 

年１回以上 年１回以上（継続実施） 

施策３０：バスレーンに関する啓発活動 

継続して実施 

■バスレーンの設置状況 
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６－４．計画目標の設定 

（１）計画目標設定の考え方 

 

 

 

■目標設定の考え方 

 

①公共交通の利用動向を見据えた目標 

 

 

 

 

 

②“交通施策の基本方針”に対応した目標 

 

 

 

 

 

③わかりやすい定量的な目標 

 

 

 

 

④効果計測が容易に可能な目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公共交通の厳しい現状と将来を見据えて、利用者減少に歯止めをかけ、公共交通

サービス水準の維持を図るために様々な交通施策を実施し、将来にわたり市民の移

動手段を確保することが重要です。 

・計画目標は、個別施策に応じての設定も考えられますが、定量的に計測困難な施策

も十分に考えられるため、全体的な方針を包含する基本方針に沿った政策目標を掲

げます。 

・地域公共交通計画では、『政策目標の明示』（定量的で分かりやすいアウトカム指

標）が求められるため、可能な限り定量的な目標設定が必要です。 

・地域公共交通計画は、ＰＤＣＡサイクルによる効果の計測と状況に応じた見直しを

前提としているため、比較的容易に効果計測ができる目標の設定が必要です。 

＜目指すべき交通体系の実現に向けた交通施策の基本方針＞        ≪計画目標≫ 

➢持続可能な公共交通ネットワークの強化・充実  ⇒ 公共交通人口カバー率 

➢利便性の向上・環境にやさしい公共交通の    ⇒ 人口１０万人あたりの 
利用促進                        公共交通利用者数 

➢誰もが使いやすい公共交通の実現        ⇒ 公共交通に対する満足度 

➢公共交通を支える道路環境の充実        ⇒ 運輸部門 CO2排出削減率 

■計画目標 

計画目標は、“目指すべき交通体系の実現に向けた交通施策の基本方針”を踏まえて、以下に

示す４つの考え方を考慮して設定します。 
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（２）計画目標の設定 

１）公共交通人口カバー率 

①設定の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公共交通空白地域：鉄道駅から 500m 以上、かつバス停から 300m 以上の地域 

 

【公共交通人口カバー率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②計画目標値 

 

 

 

 

 

 

 

③効果計測の手順 

 

 

 

 

 

 

路線バス（おでかけ交通を含む）や鉄道等の乗合輸送サービスを提供している地域の人

口を、国勢調査メッシュ人口（1/8 ﾒｯｼｭ：125m）と評価時点の公共交通網を把握するこ

とで、効果の把握を行います。 

公共交通人口カバー率は、令和３年時点の約８６％を維持します。 

■ 令和 3年 4月時点の公共交通人口カバー率 

 北九州市人口(Ｈ27国勢調査) 

公共交通カバー圏域 83.0万人 （86.3％） 

公共交通空白地域 13.1万人 （13.7％） 

合 計 96.1万人（100.0％） 

 

公共交通人口カバー率  ＝ 公共交通カバー圏域の人口 ÷ 総人口 

〔公共交通カバー圏域〕 

➢ 鉄道駅から 500ｍ以内、または、バス停から 300ｍ以内 

持続可能な公共交通ネットワークの強化及び充実に向けて、日常生活行動を支援する 

公共交通網の拡充が求められます。 

本市における公共交通サービスは、他都市に比べ高い水準ですが、もし、何も対策を 

施さなければ、公共交通空白地域※は拡大し、移動手段のない人々が増えることが懸念され

ます。 

そこで、様々な施策を展開することで、市内各地に点在している公共交通空白地域の 

拡大を防いでいく必要があります。 

 

公共交通人口カバー率は、施策の実施と市民の積極的な公共交通利用により、現状の 

水準を維持します。 
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H27人口 構成比

北九州市全体 961,285 100.0%

公共交通カバー圏 829,850 86.3%

空白地域 131,435 13.7%

【参考資料】公共交通人口カバー圏域 
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２）人口１０万人あたりの公共交通利用者数 

①設定の背景 

 

 

 

 

 

 

 

【人口 10万人あたりの公共交通利用者数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②計画目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

③効果計測の手順 

 

 

 

 

 

  

交通将来像の実現に向け、基本方針の一つである「利便性の向上・環境にやさしい公共交

通の利用促進」を進めるためには、市民や来訪者の誰もが便利で使いやすい公共交通の充

実と事業者相互の連携が必要不可欠です。 

また、自動車依存の高まりとともに、人や環境にやさしい公共交通が見直されています。 

人口 10万人あたりの公共交通利用者数(人/日･10万人あたり) 

  ＝ 公共交通利用者数 ÷ 総人口(人/10万人)  

〔公共交通利用者数〕 

➢ 各事業者が集計報告する年間利用者数（乗車人数）を日平均に換算 

〔総人口〕 

➢ 平成 27年国勢調査にもとづく北九州市の居住人口 

各事業主体が集計・報告している年間利用者数（乗車人数）を収集し、最新の国勢調査

に基づく居住人口を用いて、人口 10万人あたりの公共交通利用者を算出します。 

人口10万人あたりの公共交通利用者は、約3.8万人を維持します。 

人口 10 万人あたりの公共交通利用者数は、交通施策の実施と市民の積極的な公共交通利

用により、現状の水準を維持し、さらに増加を図ります。 
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３）公共交通に対する満足度 

①設定の背景 

 

 

 

 

 

 

 

【公共交通に対する満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和 2年度第 2回市政モニターアンケート調査（問 25-2） 

“あなたは北九州市内の電車やバス、モノレールといった公共交通機関での移動

は便利であると感じますか” 

 

サンプル数：136 票 

 

肯定的な回答：66.1％ 

 

 

 

 

②計画目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

③効果計測の手順 

 

 

  

交通将来像の実現に向け、基本方針の一つである「誰もが使いやすい公共交通の実現」を

推し進めるためには、市民をはじめとした公共交通利用者が利便性を実感できるサービス

の充実が求められます。 

そこで、様々な施策を展開することで、公共交通機関が便利でかつ使いやすい移動手段で

あるという意識の醸成を図っていく必要があります。 

公共交通に対する満足度 ＝「公共交通機関での移動が便利である 

                 と感じるか」の肯定的な回答割合 

〔公共交通に対する満足度〕 

➢ 市政モニターアンケート調査を活用 

➢ バスや鉄道、タクシーなどの交通機関の利便性度合いを把握（「公共

交通機関での移動は便利であると感じるか」について、「そう感じて

いる」「どちらかと言えばそう感じている」の肯定的な回答の割合 

市政モニターアンケート調査を活用して、「公共交通機関の利便性」について、満足度合

いの把握を毎年行います。 

公共交通に対する市民の満足度は、約７０％を目指します。 

公共交通に対する満足度は、効果的な交通施策の実践と市民の公共交通に対する意識醸

成、利便性の体感により、現状の水準を上回り向上を目指します。 

27.9%

38.2%

13.2%

9.6%

8.8%

2.2% 公共交通機関の移動の利便性

そう感じている

どちらかといえばそう感じている

どちらともいえない

どちらかといえばそう感じていない

そう感じていない

わからない
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４）運輸部門CO2排出削減率 

①設定の背景 

 

 

 

 

 

 

 

「北九州市地球温暖化対策実行計画」によるＣＯ2排出量削減の目標値について 

 

 

 

 

 

■2030年度ＣＯ２排出の削減目標の試算結果 

【運輸部門】 

 

基準年 将来推計 CO2削減量 目標排出量 

(基準年度比) 

①-(②+③) 

2013 年度 ①2030 年度 

(現状すう勢) 

②取組み 

削減量※1 

③追加的な 

取組み削減量※2 

排出量(万ｔ) 172 158 － － 104 

削減量(万ｔ) －  ▲14 ▲43 ▲11 ▲68 

削減率(％) －  ▲8.1％ ▲25.0％ ▲6.4％ ▲39.5％ 

※1：国の地球温暖化対策計画で示される施策、省エネ法の削減率（毎年度 1％削減）、既に決定又は予

定されている生産設備の休止等を加味した削減量 

※2：2050 年の排出量実質ゼロを見据え、国の有識者会議の資料を元に、電化率向上・電力係数改善、

EV 等の普及、市独自の施策を加味した削減量 

 

②計画目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③効果計測の手順 

 

 

 

 

 

地球環境への負荷を軽減させ、公共交通の利用促進やエコドライブの推進、低公害車の普

及などを推し進めるため、道路環境の充実を図り、令和 12 年度における運輸部門 CO2 排出

量について、現在（平成 25 年度(2013 年度)時点）から約 40％（68 万ｔ-CO2）削減を目指

します。 

令和12年度における運輸部門CO2排出量は、 

平成25年度時点の約40％（68万ｔ-CO2）を削減します。 

運輸部門ＣＯ2 排出削減量は、環境局が算出する運輸部門のおける年次ごとのＣＯ2 排出

量を随時収集し、その差分を削減量とします。 

また、基準年次については、平成 25年度（2013年度）とします。 

「北九州市地球温暖化対策実行計画」（令和 3 年度策定）において、北九州市域全体の運輸

部門におけるＣＯ2排出削減目標は下表のように設定されています。 

地球温暖化が加速する中、世界各地では記録的な熱波、大規模な森林火災、洪水等が発生

し、日本でも台風や豪雨による甚大な被害が起きており、世界はまさに気候変動により危機的

な状況に直面しています。 

気候変動の影響を抑えるためには、その原因となる温室効果ガスの排出を削減する必要が

あり、世界的に取り組むことが重要です。 
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５）計画目標の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※4：現況値（R3）は、既存の統計データや収集可能な最新年次のデータとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 指標値 
計画目標値 適用 

現況（R3）※4 計画（R8） 

公共交通人口
カバー率 

86.3％ 86％ 約 86％を維持 
H27 国勢調査人口ﾒｯｼｭ
ﾃﾞｰﾀ(125m ﾒｯｼｭ)を適用 

人口 10万人 
あたりの 
公共交通利用
者数 

公共交通利用者
R1;37.0 万人/日 
⇒3.8 万人/10 万人 

3.8 万人/10 万人 
約 3.8 万人/10 万人

を維持 

R1 公共交通利用者数と
H27 国勢調査北九州市 
人口(H27;961,286 人)を
適用 

公共交通に 
対する満足度 

66.1％ 70％ 約 70％に向上 
R2 年度第 2 回市政ﾓﾆﾀｰ 
ｱﾝｹｰﾄ結果(問 25-2)を 
適用 

運輸部門 CO2 
排出削減率 

排出量 172 万 t 

注)平成 25 年度 

排出量 104 万 t 
（68 万 t 削減） 

注)令和 12 年度 
約 40％の削減 

北九州市地球温暖化対
策実行計画の運輸部門
の計画目標値 

計画目標設定の考え方に基づいて、わかりやすく効果計測が可能な４つの計画目標を設定し

ています。 

■計画目標（総括） 

※1：平成27年国勢調査に基づく北九州市人口（961,286人）をもとに算出しています。 

※2：北九州市市政モニターアンケート調査結果をもとに算出しています。 

※3：北九州市環境局で令和3年度に策定中の北九州市地球温暖化対策実行計画において、令和12年度（2030年度）

の目標とする排出量です。 

公共交通の利用促進に努めます。 

１．公共交通人口カバー率             … 約 86％ 

２．人口 10万人あたりの公共交通利用者数（※１）… 約 3.8 万人 

３．公共交通に対する満足度（※２）             … 約 70％ 

４．運輸部門 CO2排出削減率（※３）         …  約 40％ 

 

計画目標 

(令和 8年度) 

(2026年) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画の進捗管理 第 7章 
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第７章 計画の進捗管理 

７－１．進捗管理の考え方とその手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域公共交通計画の評価・検証の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本計画は、計画の策定（Ｐ）、事業の実施（Ｄ）、評価・検証（Ｃ）、改善策の検討・計画の見直

し（Ａ）といったＰＤＣＡサイクルを毎年度実施することで、効果的な事業の推進と公共交通全

体のスパイラルアップを推進します。 

また、計画に基づき実施した事業の効果や影響の把握を毎年度実施し、必要に応じ適宜計画の

見直しを行うとともに、計画期間最終年度において、計画目標の達成状況を評価・検証し、次期

計画を見据えた検討を行います。 
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７－２．事業の推進にあたっての対応 

（１）各主体の責務と役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新型コロナウイルス感染症等を踏まえた対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
● 将来的にも自らの生活の交通手段は自らの手で守るという意識の

もと、公共交通のあらゆる内容に関心を持ち、公共交通の利用促

進など積極的に協力する 

● 地域の社会経済活動の担い手としての社会的責任や社会貢献の意

識のもと、従業者や顧客が環境にやさしい交通行動を実践できる

ように、積極的に協力する 
 
● 取り組みの効果を最大限発揮できるように、積極的に企業相互や

交通事業者、行政と連携・協力する 

市 民 

・ 

企  業 

(勤務先･商店等) 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う生活様式の変化などから、公共交通利用者の減少など

需要の変動は今後も継続するものと見込まれます。このような状況においても市民サービスの維

持・向上や公共交通の維持・確保の必要性に変わりはありません。 

そこで、位置付けた交通施策を着実に進める中で社会状況の変化を注視しながら、必要に応じ

て施策等を見直すなど、柔軟な対応を図っていきます。 

本計画の推進に際して、市民や企業、交通事業者、行政などの様々な主体が、それぞれの責任

と役割分担のもと、目標を共有し、協働して取り組んでいきます。 

● 利用者に対して直接サービスを提供する主体として、利用者 

ニーズに基づき、安全で安心して利用できる、快適で適切な運行

サービスの提供に努める 

● 交通事業者の経営努力だけではサービスの維持が困難な場合も生

じているため、関係する主体に事業情報の開示・提供を行うこと

や、交通ネットワークのあり方や利便性向上の改善方策について

幅広い視点で提案することに積極的に取り組む 

● わかりやすい情報や便利なサービスの提供のため、利用者本位の

視点に立ち、交通事業者相互や市民・企業との連携・協力による

サービス向上に努める 

● 持続可能な公共交通システムを構築するための効率的なまちづく

りの推進と併せて、地域や目的に応じてバランスの取れた交通体

系に関する計画を企画・立案し、必要に応じて合理的な支援制度

等を確立する 

● 意識面での啓発、教育や広報活動に積極的に取り組むとともに、

各関係者間の協議の場の提供や調整による連携・協力に積極的に

リーダーシップを発揮する 

 

 

 

 

 交通事業者 

 

行 政 

（国・県・市、 
 交通管理者） 

 



■「北九州市環境首都総合交通戦略」および「北九州市地域公共交通計画」の策定までの経緯 

 

 【北九州市環境首都総合交通戦略・北九州市地域公共交通計画】 

 

    平成２０年１２月   北九州市環境首都総合交通戦略の策定 

 

   平成２６年 ８月   北九州市環境首都総合交通戦略の改訂 

 

   平成２８年 ８月   北九州市環境首都総合交通戦略の改訂 

             北九州市地域公共交通網形成計画の策定 

 

   令和 ４年 ３月   北九州市環境首都総合交通戦略の改訂 

 北九州市地域公共交通計画の改訂 

                     (法改正により、「地域公共交通網形成計画」から「地域公共交通計画」へ) 

 

 

 【改訂までの経緯】 

 

   第２２回 北九州市環境首都総合交通戦略推進連絡会 

      〇日時   ： 令和３年３月２９日 

      〇協議内容 ： ・これまでの交通施策の取組みについて 

・公共交通を取り巻く現状と課題について 

                        ・交通戦略および地域公共交通計画の全体構成について 

 
 
 

   第２３回 北九州市環境首都総合交通戦略推進連絡会 

      〇日時   ： 令和３年７月１２日 

      〇協議内容 ： ・交通課題を踏まえた取組みの視点の整理 

              ・目指すべき交通体系について 

              ・計画の基本方針の整理について 

              ・交通施策の個票整理について 

 
 
 

   第２４回 北九州市環境首都総合交通戦略推進連絡会 

      〇日時   ： 令和３年１２月２４日 

      〇協議内容 ： ・交通施策の枠組みについて 

              ・個別施策について 

              ・各施策の KPI の設定について 

              ・計画素案の策定について 

 

 

 

   

 

    

 

市民意見提出手続き（パブリックコメント）の実施 

期間 ： 令和４年１月２６日 ～ 令和４年２月２５日 



■「北九州市環境首都総合交通戦略推進連絡会」委員名簿 

 

 (順不同・敬称略）

所属 役職名 氏名 備考

北九州市立大学 教授 内田　晃 副会長

九州工業大学 准教授 寺町　賢一 会長

経営企画部 担当部長 髙山　智宏

北部九州地域本社 企画部長 森　五岳

西日本旅客鉄道株式会社 福岡支社 総務企画課 課長 梶谷　誠一

筑豊電気鉄道株式会社 取締役 事業本部長 橘髙　和生

西日本鉄道株式会社
専務執行役員
まちづくり・交通・観光推進部長

清水　信彦

西鉄バス北九州株式会社 取締役 営業本部長 有働　祐一

北九州高速鉄道株式会社 総務部長 石本　美生

北九州タクシー協会 常務理事 福田　義貴

北九州市交通局 次長 深村　謙二

北九州商工会議所 総務企画部長 堀田　靖治

北九州市自治会総連合会 副会長 宮地　久男

北九州市障害福祉団体
連絡協議会

会長 林　芳江

NPO法人ケアマネット２１ 代表 白木　裕子

福岡県警察本部 交通部 交通規制課長 大坪　良行

国土交通省九州運輸局 交通政策部 交通企画課長 丹下　涼

国土交通省九州地方整備局
北九州国道事務所

所長 小林　秀典

福岡県 企画・地域振興部 交通政策課長 相良　宏

北九州市 建築都市局長 橋口　基

令和４年３月時点
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